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「んっ……ふんんっ……はぁっ……だ、ダメです……こんな、恥ずかしいこと……できません」

　私は一糸まとわぬ姿でベッドの上にいる。これだけでも恥ずかしいのに、ベッドの前の椅子に座る荘介そうすけさんに向かって大きく足を開き、恥ずかしい中心をあられもなく晒している。

「今さら恥ずかしがることもない。琴音ことねの恥ずかしい場所は、もうトロトロにいやらしい蜜を溢れさせているじゃないか」

「ああっ……それは……言わないでください」

　両足の中心に荘介さんの視線を感じるだけで、アソコの震えが止まらない。はしたないことだと分かっているのに、じゅんじゅんとアソコが熱くなっていく。

「なんだ？　琴音のいやらしい穴がモノ欲しそうにヒクヒクと震えているぞ？　見られるだけで、ここまでいやらしい動きをするとはな。くくく。これじゃ商売女も顔負けだな」

　冷たく言い放つ荘介さんのことばに、今にも消えてしまいたいと思いながら、私の身体はどんどん熱くなっていく。

「ほらほら、手がおろそかになっているぞ。おまえが俺を満足させてくれないと困るんだが」

「は、はい……」

　私は震える手を自分の中心に添える。そして、ゆっくりと襞を弄る。指が動くたび、甘い快楽が身体を駆け抜ける。

　けれど、自慰行為を他人に見られるということに私は耐えられず、手を中心から離してしまう。

「ごめんなさい……荘介さん……わ、私には……やはり……これ以上は……無理です」

　私の頬を一筋の涙が流れ落ちる。

　私は荘介さんに買われて嫁いできた身だ。だから、荘介さんの命令には従わなければならない。

　けれど、どんなに荘介さんの命令に従おうと思っても、私にもできないことがある。

「ふぅ……。仕方ないやつだ。だが、まあ努力したことは評価してやろう」

　そう言うと、荘介さんは椅子から立ちあがると私が座っているベッドへやってきた。そして――。

「けど、俺の言うことを聞けなかった琴音にはお仕置きが必要だな」

　荘介さんが私の耳元でそう囁いて、耳たぶを甘噛みしてきた。私の身体はその甘美な刺激に小刻みに揺れてしまう。

「ぁふっ……お願いです……んっ……もう、許して……ください」

「ダメだな。何より、琴音の身体は、俺に見られていたせいでいつもより敏感になっているようだ。琴音は見られる方が感じるようだな」

「そんな……こと……ああっ……ありません……っ」

「くくく……素直じゃないな。だったら、おまえがどれほど淫乱な身体をしているか、俺がじっくり分からせてやる」

「そ、荘介さん……？」

「ほら、琴音の淫らなメス穴が欲しかったのはこれだろう？」

　そう言って、荘介さんは熱く、硬いモノを私の中心に押し付けてきた。

「あっ……だめっ……いやっ…………いま、入れないで……感じすぎて……おかしく……なって、しまいます」

「ああ。おかしくなるといいさ」

　荘介さんはそう言うと、熱く猛ったものを挿入してきた。

「くっ……ああっ……はあっ、んっ、んっ……はっあっ……太くてっ……熱いのが……は、入ってくるっ」

　荘介さんの熱いモノの存在を胎内に感じて、私は全身を戦慄わななかせる。呼吸をする隙もないほど、荘介さんは私を激しく突き上げてきた。

　私の全身を薔薇色の快感が支配していく。それに合わせて甘い声がとめどなく溢れ出てくる。

「ひゃふっ……ぁあっ、あっ、ああっ……んあっ……」

　静かな寝室に、私の淫らな声とベッドのきしむ音が響く。荘介さんはまるで、私にあられもない声をあげさせようとしているかのように、さらに激しく腰を動かしてくる。

「くっ……！　いつもながら、すごい締めつけだな。中がうねって、俺のモノに絡みついてくる。本当になんて淫らな身体をしているんだ」

「あっ、そんな……いや、激しく……しないでください……許して！」

　腰を回転するようにして突き上げられ、私はイヤイヤと頭を振った。少しでも声を出していないと、もっと淫らなことをされてしまいそうだったからだ。

　そんな私の心の内を見透かすように、荘介さんが私の唇を塞いできた。

「ふんっ……んんっ……んくっ……むふんっ」

　荘介さんの舌が、私の舌に絡みついてくる。全身が快感を受け入れる器となってしまった感覚に陥る。

　唇を強く吸われながら、膣奥を激しく突き上げられ、私の腰は勝手に淫らに動いてしまう。

（ああ……。どうしてこんなことになってしまったの？　たとえ買われた身だとしても、私は……妻として尽くすつもりでいたのに）

　快楽の淵に落ちていきながら、私は……自分の運命が変わった日のことを思い出していた。
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　時代がどんなに進歩しても変わらない場所がある。それは、私が暮らす街……江戸の時代から「吉原」と呼ばれ、たくさんの遊郭が立ち並ぶ街。

　夜になると女たちが唇に紅を引き、美しく着飾る。訪れる男たちは一夜の夢を求めてやってくる。

　そんな花街の入口近くにある「桔梗屋ききょうや」という食事処で私は働いている。

　私の名は琴音ことね、今年で19歳になる。私は生まれてすぐに桔梗屋の店の前に捨てられていた……らしい。

　本当なら遊郭の店のどこかが私を引き取り、遊女として育てるはずだった。けれど、桔梗屋の次三郎じさぶろうお父さんが私を引き取り、実の娘のように育ててくれた。

　私の名前が「琴音」だということは、たった一つ大事に首に巻かれていたお守りの中に、へその緒と一緒に名前の書いた紙がしまってあって分かったらしい。

「琴音ちゃん。お銚子もう一本頼むよ」

「はい。分かりました。お銚子、追加お願いします」

「はいよっ！」

　花街での仕事を終えた人たちは必ずこの桔梗屋によってくれる。みんな、私が子どもの頃から顔を知っている人たちばかり。

「おやっさん。琴音ちゃんももう19歳かぁ。あっという間だなぁ」

「ああ。この花街でも花魁をさしおいて一番の美人だと評判だっていうじゃないか。おかしなことを考える輩もいるんじゃないか？」

「俺があと10ほど若けりゃ、嫁に欲しいところだがねぇ」

「辰さん。10じゃきかないだろう。それに、おまえさんには家におっかねぇかみさんが待ってるだろうがっ」

「うるせえぞ、昭三しょうぞう。琴音ちゃん、どうだい？　俺の息子が年頃なんだがよ。見合いでもしねぇか？」

「おことばだけ、ありがたくいただいておきます。今はまだ、お父さんを一人にしておけないんです」

　私のそのことばに、周りでお酒を飲んでいたお客さんたちがうんうんと大きく頷く。

「な、なんですか？　皆さん」

「いやぁ～。本当に次三郎さんは幸せ者だなと思ってなぁ。血は繋がっていないが、琴音ちゃんは次三郎さんの娘に違いねぇ」

　辰吉たつきちさんのことばに、賑やかだった店が一瞬だけ静かになる。調理場にいたお父さんもちょっとだけ厳しい目で辰吉さんを睨みつける。

「ええ。本当にお父さんには感謝しています。私、次三郎お父さんに拾ってもらって幸運でした」

　私は笑顔で答える。そんな私の姿を見て、今度はお客さんたちが目に涙を浮かべて、鼻をすすりながら目頭を押さえている。

「あ、あの……」

「いやいや、本当に良かった。次三郎さん。琴音ちゃんを本当にいい娘に育てたなぁ」

　辰吉さんのことばに、お父さんはむっとした顔のまま――。

「うるせえよっ！　辰、おまえにそんなこと言われてもうれしくねぇやっ」

「違いねぇ。よーしっ！　今日はじゃんじゃん飲むぞぉっ」

　ひとしきり笑いに包まれ、そしてまた賑やかな声で店が包まれる。

（本当に次三郎お父さんには感謝してもしきれない。私がこうして普通に暮らしているのも、全部お父さんのおかげなんだから）

　決して裕福とは言えない暮らしだけど、お父さんは私が成長していくにつれ、遊郭の店から私を奉公に出した方がいいということばにも耳を貸さなかった。

（もし、私が遊郭に奉公に出されていたら、今頃はお客を取らされていたに違いない。捨て子の私にはそうなっても文句は言えない）

　文明開化という大きな波がこの国を変えてしまった。江戸と呼ばれた場所は今は帝都と呼ばれ、多くの外国人が訪れている。

　大英帝国で起こった産業革命の波がこの帝都にも押し寄せ、近代化という名目で街は変貌していった。

　それによって、富める者と貧しい者の差はさらに広がった。貴族と呼ばれる人たちが華やかな生活を送る一方で、私たちのような庶民はその日、その日をなんとか生きている。

　それが、私の暮らす帝都の本当の姿――。

　けれど、私はこの花街が嫌いじゃない。確かに女たちは自らの身体を売って男たちに一夜の快楽と夢を与えている。

　けれど、この花街の女たちはたくましくしたたかで、そして何よりも明日に希望をもってこの花街で働いているから。

　女たちだけじゃない。この花街で働く男たちも、決して女たちをバカにしたりしないし、卑しいなんて思っていない。

　それぞれが、さまざまな事情を抱えてこの花街に身を寄せているからだ。

　桔梗屋で娘同然に暮らせている私にも、一つだけいつか叶えたい夢がある。それは、私の本当のお父さんとお母さんを見つけること。

（両親を探すための手かがりは、私がたった一つ身につけていた、このお守りだけ。高価な着物から作られたお守り袋。どうして、両親は私をこの店の前に捨てたのか……どんな理由があったのか……それだけでも知りたい）

　次三郎お父さんに感謝するかたわら、私はいつか両親に会えることを望みながら今日も夜遅くまで桔梗屋で働いている。






　　　＊






　私の朝はいつも決まっている。それは朝一番に起きること。次三郎お父さんは、深夜まで店の片づけをしているので、まだ部屋で眠っている。

　起きてすぐ顔を洗い、朝食の用意をする。それから、今日の開店に必要な品物をメモに書いておく。それから、店の前の掃除をするのだ。

　ホウキを手に店の前を掃除していると――。

「あら、琴音ちゃん。おはよう。今日も朝早くからよく働くわねぇ」

「あっ。宗太郎そうたろうさんのところのおかみさん。おはようございます！」

　近代化、近代化と叫ばれる帝都では下水道の整備も進んでいる。けれど、それは富める人たちが住む場所やお役所など、たくさんの人たちが国のために働く場所が優先で、この花街はいまだに下水道の整備が遅れている。

　洗濯や洗い物といった水回りの仕事は、いまだに井戸のある洗い場まで行ってしなければいけない。

「うちの娘にも琴音ちゃんの爪のアカでも煎じて飲ませてやりたいよっ」

「そんなことないですよ。私は次三郎お父さんの役に立ちたいだけなんです」

「そうかい。次三郎さんも、男手ひとつでよくここまであんたを育てたと感心するよ。五月さんが死んでからずっと独り身だったからねぇ」

「次三郎お父さんの奥さん……ですよね」

「ああ。本当に気立てのいい優しい人だったけど、身体が弱くてねぇ。無口で不愛想な次三郎さんが、捨て子のあんたを育てるって言ったときは、長屋のみんなも心配したんだけど、よけいなお世話だったねぇ」

（五月さん……次三郎お父さんの奥さん。私が店の前に捨てられる前の年に流行り病で亡くなった人。もしも五月さんが生きていたとしても、私を引き取ってくれたんだろうか）

　そんなことをふと考えていると、おばさんは自分が仕事の邪魔をしていると思ったのか――。

「あらあら、ごめんなさいね。琴音ちゃんは店前の掃除中だったわね。あたしも洗濯に行く途中だったんだわ。それじゃ、身体にだけは気をつけるんだよ」

「は、はい」

　おばさんは大きな桶を抱え直すと、そそくさと井戸のある洗い場の方へと急いで去っていった。

「もしかして、私がおばさんと話すのを迷惑がってると思われちゃったのかな……。わるいことしちゃった」

　そんなことが少しだけ頭をよぎったけれど、私は小さく頭を振って考えを追い払った。

　店前の掃除の後も仕事はたくさんあるのだから。私はまた、ホウキを手に店前を掃き始めた……そのときだった――。

「えっ？」

　大きな自動車が狭い道をこちらに向かって走ってきた。あまりにも街の風景と不釣り合いなその姿に私は店の前で呆然と立ちつくす。

　自動車はゆっくりと速度を落とすと、私が立つ桔梗屋の前で停車した。私は、黒塗りの自動車の存在感に気圧けおされて数歩後ずさる。

（花街に自動車で乗りつけてくるなんて……。いったい、どんなお金持ちなの？）

　どんな人が降りてくるのか、少しドキドキしながら店の前に立っていると……。

　とても高そうなスーツに身を包んだ50代くらいの男性が車から降りてきた。そして、少し辺りを見回し、私の姿に気がつくと深々と一礼して近づいてきた。

「失礼いたします。少しお尋ねしてもよろしいでしょうか、この辺りに『桔梗屋』という食事処があると伺ったのですが」

「……えっ？　桔梗屋はここですけど。あの……どちらさまでしょうか？」

「申し遅れました。私は綾小路家の執事の倉橋くらはしと申します。本日は、こちらにお住まいの琴音さまを訪ねてまいりました」

　とても落ち着いた丁寧なことば遣いに、私は少し気後れしてしまった。自分でも笑ってしまうほど、いつもとは違うことば遣いで答えてしまう。

「えっと……私が琴音ですが」

　私のことばを聞いた途端、倉橋と名乗った男性は驚いたように大きく目を見開いて私を見つめた。

「……なんということでございましょう。そうでしたか。確かに面差しが、雅子さまにそっくりでございます」

「雅子さま……？」

　初めて聞く女性の名前に私は首をかしげた。

「はい。雅子さまは綾小路伯爵の一人娘にして、あなたさまのお母さまでございます」

「わ、私のお母さん……」

　あまりにも突然のことに、私はことばを失ってその場に立ちつくしてしまった。いつか、自分の両親のことを知りたいとは思っていたけれど。

　まさか、こうも突然に自分の母親がどこの誰なのかを知ることになるとは思っていなかった。

　突然、花街に見たこともない高そうな自動車が現れたと聞いて、近所の人たちがザワザワと集まってきた。

　外の騒ぎに目を覚ましたのか、店の戸を開けて次三郎お父さんが出てきた。

「琴音。どうした？　外が騒がしいようだが……。んっ？　なんだ、このでかい車は？」

「あっ！　お父さん！」

　次三郎お父さんは、店の前に停まっている自動車を見て眉間にシワを寄せた。そして、私の目の前に立っている倉橋さんの姿を見て、いっそう不機嫌な顔になる。

「誰だあんたは？」

「あなたさまがこちらのご主人の次三郎さまですね。私は綾小路家の執事をしております、倉橋と申します。少々、こちらの琴音お嬢さまの出生についてお話をしたいのですが」

「琴音の出生？」

「はい。お時間をいただけないでしょうか」

「……分かった。とにかく店の中に入ってくれ」

　近所の人たちは遠巻きに私たちの様子を伺っている。次三郎お父さんは、倉橋さんを店の中に招き入れる。

「琴音も入れ」

「う、うん」

　私も次三郎お父さんに言われ、店の中に入る。そして、店の戸を閉めるときに、お父さんは何か言いたそうなご近所の人たちに睨みをきかせてから戸をガツンと閉めた。






　店の中は重たい空気に包まれている。次三郎お父さんは花街の男衆ですら恐れをなす鋭い視線で、目の前の倉橋さんを睨みつけていた。

　倉橋さんとはというと、次三郎お父さんの睨みつける視線を涼しい顔で受け止めている。

「あの……粗茶ですが。どうぞ」

　私はお茶を倉橋さんの前に置く。倉橋さんは私が淹れたお茶をしばらくジッと見つめていた。

「すみません。高級なお茶はうちにはなくて……」

「いえ、そうではありません。綾小路家の跡取りである琴音お嬢さまがお淹れになったお茶を、私のような一介の執事が飲んでよいものかと思いまして」

「あの……。誰かと勘違いをしているんじゃないですか？」

「そのようなことはございません。きちんと調べさせていただきましたので」

　倉橋さんのことばに、次三郎お父さんの眉がピクリと小さく動いた。そして――。

「倉橋さんとやら。どうして今になって琴音のところにやってきた？　もし、本当に琴音が貴族の娘っていうんなら、この子が捨てられたときにどうして迎えに来なかった？」

「次三郎お父さん……そんな怒った顔で言わなくても……」

「何を言ってる。こんな素性の知れねぇ奴の言うことを信じられるかっ」

　確かに次三郎お父さんの言っていることには一理ある。私が捨てられていたのは19年前。

　ずっと身寄りがないと思っていたのに、今日突然、私を貴族である綾小路家の人間だという人がやってきた。

　次三郎お父さんが怪しんでも仕方ない……。

「それは……。琴音さまのお母上にあたられる雅子さまに原因がございます」

「私の……お母さん？」

「はい。雅子さまは綾小路あやのこうじ成蔵せいぞうさまの一人娘でございます。旦那さまは、お嬢さまを俗世の穢れからお守りしながら、大切にお育てになりました。そして、雅子お嬢さまは美しい女性に成長されたのです。同じ爵位を持つ西園寺家のご長男との婚約も決まっておいででした」

「お母さんには婚約者がいたの？」

「はい。さようでございます。しかし、お嬢さまは当時屋敷に出入りしていた若い植木職人と恋に落ちてしまわれたのです。そして、旦那さまの反対を押し切ってその若い植木職人と駆け落ちをしてしまいました」

　私は驚きながらも黙って倉橋さんの話を聞いている。次三郎お父さんも私と同じだった。

「私は、旦那さまに雅子お嬢さまをお探しになるように進言しました。しかし旦那さまは、婚約を反故ほごにしたお嬢さまにいたくお怒りになりまして、綾小路家の敷居をまたぐことは許さない、と雅子お嬢さまを勘当してしまわれました」

　貴族だったお母さんが、駆け落ち後はどんな暮らしをしていたのだろうかと私は思った。きっと裕福な生活はできなかったはずだ。

「雅子お嬢さまが屋敷を出ていかれてからというもの、ずっと旦那さまは仕事に打ち込んでまいりました。それはまるで、お嬢さまのことをお忘れになるように。旦那さまはきっと心のどこかで、いつか雅子お嬢さまがご自分を頼ってくると思っておられたのでしょう」

　そこまで話し終えると、倉橋さんは小さく一礼してから私が淹れたお茶を一口飲んだ。

「大変美味しいお茶です。お茶の温度も最適です。飲む相手への気遣いが伺われますね」

「ありがとうございます」

「そんな世辞はいい。それで、琴音の両親はどうなったんだ？」

　私と倉橋さんの会話を遮るように、次三郎お父さんが静かに尋ねた。

「雅子お嬢さまが駆け落ちして３年ほど経ったときでございます。警察から連絡がありました。雅子お嬢さまが車の事故に遭われたと」

「えっ？　お母さんが？」

「はい。どうやら道を横断しているときに暴走車に轢かれたようだと。私はすぐに雅子お嬢さまをお迎えに上がり、ご遺体を引き取りました。そして、旦那さまのお許しを得て、身内だけで葬儀を執り行いました」

「そ、そんな……。あの、お母さんが死んでお父さんはどうしたんですか？」

「健太郎は……。琴音さまの父親のお名前ですが。彼は雅子さまがお亡くなりになってからというもの、絶望で自暴自棄になり酒に溺れ、身体を壊し３年前に死にました」

「……３年前……」

　私はことばを失った。

「それじゃ、俺の家の前に琴音を置いていったのは……」

「はい。おそらく健太郎でしょう。雅子さまを失い、自分では幼い琴音さまを育てられないと思い、この店の前に置いたのではないかと」

（お母さんもお父さんも……もうこの世にはいないんだ。もしかして会えるかもしれない……そう思っていたのに）

　両親の死を倉橋さんから伝えられ、私の眼頭は熱くなった。一度でいいから、お母さんやお父さんに会いたかった。

　けれど、貧しいながらも私をここまで育ててくれた次三郎お父さんの前で泣くわけにはいかない。

　グッと歯を食いしばって、流れ落ちそうになる涙を必死で堪えた。

「健太郎を看取ったのは私です。彼は死ぬ間際に雅子さまが琴音さまを産んでいたことを話しましたが、居場所までは教えてはくれませんでした。私はずっと琴音お嬢さまがどこにいるのか探しておりました」

「……それで俺のところにやっとたどり着いたというわけかい」

「はい。旦那さまもお年ですし、あの広い綾小路家の屋敷でずっとお一人でお暮らしです。最近では、雅子お嬢さまの写真を眺めているところをよくお見掛けします。きっと、お寂しいのでしょう。琴音さまがお屋敷に戻られたら、きっと旦那さまも気力を取り戻すものと思います」

「ですけど……。私が貴族のお屋敷に行くなんて……」

（自分が貴族の綾小路家の人間だなんていまだに信じられない。ずっと、普通の生活をしていた私に、貴族の生活なんてできるわけがない。それに……次三郎お父さんを一人残して出ていくなんて……）

　一度にたくさんの話を聞きすぎて、私は自分がどうしたらいいのか分からなかった。

「そうか……話は分かった。俺は、琴音が本当の家に戻るのはかまわねえぜ」

「えっ？　次三郎お父さん？」

「ありがとうございます。19年間、琴音お嬢さまを大切に育てていただいた、次三郎さまには十分な謝礼をご用意いたします」

「いや。謝礼なんていらねぇ。倉橋さんとやら、一つだけ約束してくれ」

「なんでしょうか？」

「決して、琴音を不幸にはしねえってな」

　次三郎お父さんはそう言うと、真っ直ぐに倉橋さんを見据えた。

「次三郎お父さん……」

　倉橋さんは次三郎お父さんの目を真っ直ぐに見つめ返すと。

「お約束いたします。私がこの命に代えましても、大切な雅子お嬢さまの忘れ形見である、琴音お嬢さまをお守りいたします」

「……琴音。おまえもそれでいいな」

「そんな……」

「俺のことは心配するな。近所にはうるさいおかみさんたちもいる。それになぁ、何よりやっと琴音と血のつながる肉親が現れたんだ。その人がたった一人でいるんなら、傍についていてやれ」

「……次三郎お父さん」

　私には次三郎お父さんにことばを返すことができなかった。まだ一度も会ったことがない、私のおじいさん。

　ずっと一人で寂しく過ごしていたのなら、傍にいたいと思った。けれど、次三郎お父さんを一人にしておくことも私には心配だった。

「琴音……もしも、寂しくなったり、辛いことがあったらいつでも俺に会いに来い。俺はここでずっと『桔梗屋』を開けている」

「次三郎お父さん……分かりました。私、おじいさんのところに行きます」

「……そうか」

「次三郎さま、ありがとうございます。いろいろと準備もございますことでしょう。私は３日後に琴音お嬢さまをお迎えに上がります」

「ああ。準備をしておく」

　私はこうして、19年間お世話になった次三郎お父さんや『桔梗屋』と離れることになった。

　私のおじいさんである、綾小路成蔵という人がどんな人なのかは分からない。けれど、いまはただ、血の繋がったおじいさんに会えることに嬉しさを感じていた。
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　三日後――。

　倉橋さんは約束通り、私を迎えに来た。

　私は次三郎お父さんが買ってくれた数枚の着物を持っていくことにした。

　お金持ちの屋敷に行くんだからそんな着物を持って行っても意味がない、と言われたけれど。私にとっては、次三郎お父さんとの19年間が詰まった大切な思い出の着物だと思った。

「それでは、琴音さま。参りましょう」

「は、はい。次三郎お父さん……」

「……元気でな。大切にしてもらうんだぞ」

「お父さん……いままで育ててくれて……本当にありがとうございました」

　私は次三郎お父さんに頭を下げた。次三郎お父さんはそんな私の姿を見て、一瞬大きく目を見開いてから、くるりと背を向けた。

　私は顔を上げて、次三郎お父さんの大きな背中を見つめた。少しだけ震えている気がした。

「琴音お嬢さま、お早く。旦那さまがお屋敷でお待ちです」

「……分かりました」

　私は倉橋さんにせかされるように後部座席に乗せられた。そして、倉橋さんが助手席に乗ると車は無情にも走り出した。

（さようなら、私が19年育った思い出の街。そして、次三郎お父さん……本当に、本当に、ありがとうございました）

　私は助手席で涙をこらえながら、遠くなっていく桔梗屋を振り返ることはしなかった。

　もし、振り返れば……私はここから立ち去ることができないと思ったから。何度も何度も、心の中で次三郎お父さんにお礼とお別れを言い続けた。






　綾小路家のお屋敷は品川にある。私が19年暮らした花街とは風景が違う。整備された道と大きなお屋敷の塀がいくつも続いている。

　そして、その塀からはよく手入れされた木々の葉が少しだけ顔を覗かせている。

「もう少しで綾小路の屋敷に到着いたします」

「は、はい……」

　そうして、車は10分ほど走ると、大きな西洋風の門の前で停車した。緑の木が車道の両脇に植えてある。

「この奥に屋敷がございます」

　倉橋さんはそう言った。そして、門の前で車が停車すると、合図もしていないのに門がゆっくりと左右に開いていく。

　私が驚いていると、二人の男性が門の前で深々とお辞儀をした。倉橋さんはその門を開けた二人の男性に向かって小さく頷く。

（もしかして、門を開けるだけに人を雇っているの？　やっぱり貴族ってすごいんだ）

　ゆっくりとした速度で車が奥へと進んでいく。しばらくすると、大きな西洋風のお屋敷が私の目に飛び込んできた。

「あれが……綾小路の屋敷なんですか？」

「はい。イギリス人の建築家に依頼して建てたものです。イタリア・ルネサンス様式の洋館になります」

「は、はぁ……」

　私は素っ頓狂な返事をしてしまった。イタリア・ルネサンス風と言われても何のことだか分からなかったからだ。

　車は正面玄関前で停車した。広い正面の庭には高級そうな車が数台停まっていた。

（車を一台持っているだけでもすごいのに……。綾小路家では何台も車を所有しているんだ…。それだけのお金があれば、長屋の子どもたちに教科書を買ってあげられるのに…）

　私は、ついそんなことを考えていた。すると――。

　いつの間にか、倉橋さんは車を降りて、私が座っていた後部座席の扉を開けていた。

「琴音さま。お帰りなさいませ。今日から琴音さまはこのお屋敷で暮らすことになります」

「は、はい」

「では、まずは旦那さまのところへご案内いたします」

「……分かりました」

　私は車を降りると倉橋さんの後に続いて屋敷の中へと入っていく。

「す、すごい……」

　屋敷の中に入った私は、思わずそう呟いてしまった。玄関を入ってすぐに大きな広い階段がある。しかも、床はふかふかの紅赤の絨毯が敷き詰められていた。

（なんだか雲の上を歩くってこんな感じなのかな？）

　私が足に感じるふかふかの絨毯の感触に驚いていると、

「２階の奥の部屋が旦那さまの書斎になります。どうやら、お客さまがおいでのようですね」

「えっ？　お客さまが来ているんですか？　それじゃ、少し待った方がいいんじゃないですか？」

「いえ、問題はないでしょう。きっと、旦那さまも早く琴音さまにお会いしたいでしょうから」

　倉橋さんはそう言うと、私をせかすように階段を上がらせる。倉橋さんは私の少し後に続いて階段を上がった。

　２階の廊下にも紅赤の絨毯が敷き詰められていた。そして、その両脇にはいくつもの扉が並んでいた。

（も、もしかして……この扉の全部が部屋になっているの？　いったいいくつ部屋があるんだろう）

　私は倉橋さんがいることも忘れて、キョロキョロと周りを見てしまっていた。

　足元がおろそかになって、何度か草履が絨毯に引っかかって転びそうになることもあった。

　そして、長い廊下の奥へやってきた。扉は重たそうな白木の木でできているようだった。扉には見事な彫刻細工が施され、漆が全体に塗られていた。

　倉橋さんは扉の前で立ち止まると、コンコンと軽く扉を叩いた。

「では、参りましょう」

　中からの返事を待つことなく、倉橋さんはゆっくりと扉を開けた。私も後に続いて部屋の中に入る。

　正面には大きな机が置かれている。右の方にあるのは西洋でいうところのソファとテーブルというもののようだ。

　そのソファに70代くらいの恰幅のいい、白髪の老人が座っていた。そして、私たちに背を向けるように男性が一人、座っている。

　倉橋さんは70代くらいの男性に向かって深々と頭を下げた。

「旦那さま、ただいま戻りました。こちらにいらっしゃいますのが、琴音さまです」

　白髪の老人に向かって倉橋さんが私を紹介する。穏やかで優しげなその老人が、目を細めて私を見つめてきた。

（この人が……綾小路成蔵。私のおじいさん）

　私は姿勢を正すと、白髪の老人に向かって頭を下げた。

「は、初めまして。おじいさま。琴音です」

　そう名乗ったものの、まだ目の前にいる老人が本当に自分の祖父だという実感は湧いてこなかった。

　おじいさまの方も私と同じようだった。ソファに座って黙ったまま、ただジッと私を見ているだけだった。

（ああ……やっぱりこうなってしまうんだ。いくら血が繋がっているとはいえ、19年間も会ったことがないおじいさまなんだから）

　私が綾小路家に来たことを後悔しはじめたときだった。おもむろに、おじいさまがソファから立ち上がり、私のもとに近づいてきた。

「……おまえが雅子が生んだ娘……私の孫の琴音か？」

「はい」

「おお、確かに目元が雅子によく似ておる。やっと会うことができたな。今まで苦労させてすまなかった」

「い、いえ……そんな」

「琴音よ……美しい娘に成長したのぉ。何も心配いらん。今日からは、ここがおまえの家だ」

　そう言うと、おじいさまは私を抱きしめた。その温かい腕に私は涙が溢れてきた。

「お、おじいさま……」

　涙にくぐもった私の声を聞いて、おじいさまが優しく私の背中を何度もポンポンと叩いてくれた。

「感動の再会……ですか？　綾小路伯爵。ですが、伯爵にお孫さんがいらっしゃったとは初耳ですね」

　艶やかなバリトンの声が、涙に濡れる私の耳に聞こえてきた。声のした方に顔を向けると――。

　そこには、獅子のように鋭い瞳を持った長身の男性が立っていた。端正な顔立ちをしているのに、どこか野性味を帯びている。

　彼の纏う雰囲気が、花街で人気のある男衆に似ている気がした。沢山の修羅場を潜り抜けてきた、強さと気高さを持っているような人のように思える。

「立花たちばなくん、紹介しよう。私の孫の琴音だ。娘の雅子が残してくれた、忘れ形見だ」

「雅子さま、といえば……。綾小路家を20年ほど前に家出したと伺っていましたが」

「その通りだ。事故で他界したのだが、この琴音を産んでいたのだ」

「そうだったんですか。初めまして、琴音さん。私は立花荘介そうすけといいます。綾小路さまとは一緒に貿易の仕事をさせていただいております」

「は、初めまして。琴音と申します」

「貴族の血を引いているとは思えない、庶民的な雰囲気をお持ちのお嬢さまですね」

　立花さんのことばに、私はドキリとした。

「わ、私は……」

　どう答えていいのか分からずに私がマゴマゴしていると、倉橋さんが助け舟を出してくれた。

「琴音お嬢さまは、つい最近まである方の元で普通の女性として育てられておりましたので。これから、まずは綾小路家の令嬢として教育を受けることになるでしょう。次に立花さまとお会いするときは、美しい令嬢になっていらっしゃると思います」

「そうですか。それは楽しみです」

　令嬢なんてことばを倉橋さんから聞かされ、私は思わず身体を固くしてしまった。

（本当に……倉橋さんの言うように、私は綾小路家に相応しい令嬢としての立ち振る舞いを身に着けることができるんだろうか）

　頭の中をグルグルとそんな考えがめぐっている。不安がどんどん大きくなっていっているような気がする。

　そんな私をよそに、立花さんは私の手を掴むと手の甲に軽く唇を押しつけてきた。
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「それでは、琴音お嬢さま。また、お会いできる日を楽しみにしております」

「……は、はい」

「綾小路伯爵。私はこれで失礼いたします。イギリスからの積荷が到着しましたら、ご連絡いたします」

「おお、頼むぞ。立花くん」

「分かりました」

　立花さんは私に小さく頭を下げると、書斎を出ていった。

「さて、倉橋。よく琴音を連れてきてくれた。琴音よ、おまえはこれから綾小路家の令嬢として教育を受けてもらう」

「は、はい。おじいさま」

「今日はいろいろあって疲れただろう。おまえの部屋は用意してある。倉橋、琴音を部屋に案内してやれ。それから、湯あみをさせて、綾小路家の令嬢らしい恰好をさせろ。そのみすぼらしい着物は処分してしまえ」

「そ、そんな……」

　立花さんがいるときとは、おじいさまの雰囲気が変わった気がした。初めて私を見て抱きしめてくれたときは、温かい人かと思ったのに……。

　今は、私の顔さえ見ない。次三郎お父さんが買ってくれた着物をみすぼらしいと言った。

（まさか……さっきの私への態度は演技だったの？　私を見ようともしない……。私は本当にここへ来てよかったの？）

　おじいさまの冷たい態度に、私には別の不安の方が大きくなっていく気がした。私は本当に望まれてこの屋敷に連れてこられたのかということ。

　そして、おじいさまは駆け落ちしたお母さんのことを今でも許してはいないのではないかという思い。

「おお、そうだった。わしは明日から上海の方に買い付けに行ってくる。しばらくは帰ってこられないだろう。琴音のことは倉橋、おまえに任せるぞ」

「かしこまりました」

　おじいさまのことばに、倉橋さんが恭しく頭を下げた。

「おじいさま……明日から遠くへ出かけるんですか？　やっと会えたばかりなのに」

「貴族の娘が何を言っておる。今日だっておまえに会う時間を作るのも大変だったのだぞ。わがままを言うなど論外だ」

「だけど……お母さまの話を聞きたいです。私にはまったく記憶がないんですから」

「雅子のことを聞きたいなら、倉橋に聞くといいだろう。他にも、昔からこの屋敷に勤めている料理長や家政婦のセツがおる」

「……分かり、ました」

「倉橋。琴音を部屋へ案内したら、上海に旅立つ支度を頼むぞ。わしはこの後、西園寺殿と会う約束をしているので出かける」

「かしこまりました」

　そう言うと、おじいさまは足早に書斎を出て行った。私との再会はほんの数十分で終わってしまった。

（これが……たった一人の肉親との再会？　涙も温かいことばも一瞬だけ。これが私が思い描いていたおじいさまとの再会なの？）

　ことばを無くして私は立ちつくしていた。これほど広く、裕福な屋敷で暮らしているのに、ここは次三郎お父さんと暮らしていた桔梗屋みたいに温かい場所じゃない。

「琴音お嬢さま。お部屋へ参りましょう」

「は、はい。そうですね」

　私は力なく返事をした。すでに心の隅では次三郎お父さんのもとに帰りたいという思いが、沸々と湧き上がっていた。

　そんな私の思いを感じ取ったように、倉橋さんは労わるように私の手を握った。

「旦那さまはお心を伝えることがとても苦手なのです。それに、伯爵としての仕事はたくさんあります。今は綾小路財閥の総帥としてたくさんの従業員を雇っております。どうか、旦那さまの苦労をご理解ください」

「……そうだったんですね。忙しいのに、私のために時間を取ってくれたんですね」

「はい。仕事が落ち着かれましたら、旦那さまとゆっくり話す機会もあるでしょう。旦那さまがお留守の間は、この倉橋が琴音さまの身の回りのお世話をさせていただきます」

「……はい。よろしくお願いいたします」

　心に小さなトゲが刺さったような気がした。けれど、私はそれ以上深く考えることをやめた。

　もともと、お母さんはおじいさまの反対を押し切ってお父さんと駆け落ちしたんだ。

　やっぱり、おじいさまはまだお母さんのことを許していないのかもしれない。

（でも、私がおじいさまの傍にいればもしかしたらおじいさまもお母さんとお父さんのことを理解して、許してくれるときがくるかもしれない。私は……お母さんの娘としてしっかり頑張ればいいんだ）

　自分にそう言い聞かせる。

「それでは、お部屋へ行きましょう」

「はい」

　私は倉橋さんと一緒に書斎を出て、これから自分が暮らす部屋へと向かった。
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　夜の綾小路家は水を打ったような静けさに包まれていた。

　桔梗屋の騒がしい喧騒とは嘘のような違いに、私は心もとない感じを受けてしまった。

　やっとおじいさまと再会できたのに、夜は広い食堂でたった一人で夕食を取らなければならなかった。

　大きなテーブルに一人でぽつんと座って、数人の給仕をしてくれるメイドと倉橋さんに見つめられながら、食べたこともない高級な料理を食べた。

「はぁ……。なんだかご飯を食べた気がしない……。というか、たった一人で夕食を食べたことなんて初めて」

　まだ一日も経っていないのに、もう桔梗屋がとても懐かしい気がしてしまっている。

　私が綾小路家であてがわれた部屋は、驚くほど広い部屋だった。置かれている家具は西洋風の物できっと高級なんだろうなと思わせるものばかり。

　そして、私の部屋はお母さんが使っていた部屋でもある。

　部屋の奥にはたくさんの着物やドレスが並べられていた。倉橋さんの話では、お母さんが昔着ていた服もあるそうだ。

「お母さん、こんなすごいお屋敷で暮らしていたんだ。本物のお嬢さまだったんだ。お父さんと一緒に駆け落ちして苦労したんじゃないかな」

　お嬢さまとしてなんの苦労もなく暮らしていたお母さん……。静かな屋敷の中で、私はずっと昔にここで暮らしていたお母さんに思いを馳せる。

「もし、お母さんが生きていたら、おじいさまのところに来た私のことをどう思っただろう」

　考えることはいろいろある。けれど、朝から緊張の連続で私は疲れてしまっていた。

　部屋のベッドに身体を預ける。布団でしか寝たことがない私にとって、ベッドというものはどうも居心地が悪いような気がした。

　けれど、柔らかくて軽く温かい布団に包まれた私は、あっという間に睡魔に襲われ、気がつけば深い眠りへと落ちてしまった後だった。

　これから先、自分にどんなことが起こるのか予想もつかないまま、私は激動の一日を終えたのだ。






　翌日から私の綾小路家での日々は目まぐるしいものになった。

　朝は、倉橋さんが私を起こしにきた。そして、着替えから顔を洗うところまでメイドがついて、すべて手伝ってくれる。

「一人でできますから、大丈夫です」

　と言うと、若いメイドはとても悲しそうな顔をして、

「お嬢さまの身の回りのお世話をするのが、私の仕事です。もし、お嬢さまに必要ないと言われましたら、私はこのお屋敷から暇を出されてしまいます」

　頼み込むような視線を、若いメイドは私に向けてくる。

（私のせいで彼女が暇を出されたらかわいそう……。私が少し我慢すればいいことなんだ）

「分かりました。それじゃあ、着替えを手伝ってください」

「かしこまりました」

　いつも着物を着ていた私は、初めてドレスという西洋の服を着て過ごすことになった。

　ヒラヒラと裾がたなびいてとても綺麗な服だけれど、靴というものに慣れるのは大変だと思った。

　踵が高くて、なかなかうまく歩けない。どうして、着物に草履ではダメなのだろう。

　朝食にはパンというものが出てきた。綾小路家はすべてが西洋風になっているようだった。

　朝食を済ませると、倉橋さんが数人の人を連れて私の部屋にやってきた。

「おはようございます。琴音お嬢さま。本日から、綾小路家の令嬢に相応しくなれるよう、家庭教師をお嬢さまにつけることになりました」

「家庭教師？」

「はい。ダンス、テーブルマナー、語学、ことば遣いなどすべてを学んでいただきます」

「は、はい……」

「それでは、まずは、テーブルマナーと礼儀作法の勉強からです」

　倉橋さんが一人の女性に向かって小さく頷いた。

「初めまして、琴音お嬢さま。私は田所たどころと申します。お嬢さまに貴族として必要な礼儀作法を教えさせていただきます。よろしくお願いいたします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　こうして、私は毎日のように貴族の令嬢としての勉強をすることになった。

　貴族の令嬢としての勉強は厳しくて、大変なものだった。私は特にダンスが苦手で本当に苦労した。

（盆踊りじゃダメなの？　男の人と身体を密着させて踊るなんて……）

　逃げ出したいときが何度もあったけれど、簡単に綾小路家を逃げ出すことなんてできなかった。

　屋敷を逃げ出したとしても、私が帰る場所と言えば次三郎お父さんがいる桔梗屋しかなかったから。

（次三郎お父さんに心配をかけるなんてできない。おじいさまと一緒に暮らすと決めたのは私なんだから。辛くても我慢しなきゃ）

　私は自分にそう言い聞かせて、貴族の令嬢としての勉強を頑張ることにした。

　ダンスの勉強を終えた後はいつも足が痛かったけれど、慣れとは恐ろしいもので、数週間もレッスンを受けていると次第に踵の高い靴にも慣れて、ダンスもそれなりに踊れるようになっていた。

　表面上、私は問題なく綾小路家のメイドたちや執事たちと過ごすことができるようになっていた。

　それでも、おじいさまはまだ屋敷に戻ってくる気配はなかった。

















第二章












　私が綾小路家にやってきてから一ヶ月ほどが過ぎた。おじいさまは上海からまだ戻ってきてはいない。

　自分の部屋で椅子に座って本を読んでいると、コンコンと部屋の扉がノックされた。

「はい」

「倉橋でございます」

「どうぞ」

　声をかけると、倉橋さんが紅茶を乗せたお盆を手に部屋に入ってきた。

「琴音お嬢さま。紅茶をお持ちしました」

「ありがとうございます」

　倉橋さんは私が座る椅子の横に置かれたテーブルの上に紅茶のカップとポットを置いた。

　そして、ポットとカップを手に取るとポットから紅茶をカップに注いだ。緑茶とは違う、芳かぐわしい香りが私の鼻孔を衝つく。

（この屋敷に来てよかったことは、紅茶が飲めることかな？　この少し甘い香りが好きになったんだ）

「本日は、インドから取り寄せましたダージリンをご用意しました」

「いつも、すみません」

「琴音お嬢さま。何度も申し上げておりますが、使用人にそのようなことばを使ってはいけません」

「……は、はい」

　屋敷に来てから、倉橋さんは私がこうした自分を低く見せるようなことばを使うと厳しく注意してくる。

　気をつけなきゃと自分でも注意はしているけれど、どうしても癖で出てきてしまうのだ。

「倉橋さん。おじいさまはいつ上海から戻られるんですか？」

　話題を変えるためにも、私はずっと聞きたかったことを倉橋さんに質問してみた。

「旦那さまは、今晩、上海からお戻りになるそうです」

「本当ですか？　それじゃあ、もしかしたら夕食をご一緒できるかもしれないんですか？」

「いえ、残念ながら琴音お嬢さまが夕食を召し上がる時間には間に合わないかと存じます」

「……そう、ですか」

　倉橋さんのことばを聞いて、私はガックリと肩を落とした。やっとおじいさまとお話ができると思っていたのに。

「ですが、旦那さまからお嬢様のために新しいドレスを用意しておくように申しつかっております」

「新しいドレス？　でも、ドレスはもう数え切れないほどたくさんあると思いますが」

「詳しいお話は旦那さまからお聞きください」

　それだけ言うと、倉橋さんは一礼をして部屋から出ていってしまった。また、私は部屋に一人、取り残されてしまった。

（新しいドレスを私に用意するって、どういうことだろう？　今クローゼットにあるもので十分だと思うのだけれど）

　いろいろと考えても私に分かるはずもない。とにかく、おじいさまが帰ってきたら聞いてみようと思った。






　倉橋さんのことば通り、夕食の時間になってもおじいさまは屋敷には戻ってこなかった。

　いつものように一人で食事を済ませ、部屋に戻って休む準備をしていると倉橋さんが部屋にやってきた。

「琴音お嬢さま。お休みの準備をしているところ申し訳ございません。旦那さまがお戻りになりました。大切なお話があるので、書斎にいらしてほしいとのことです」

「そうですか。分かりました。すぐにおじいさまのところに行きます」

「では、私も一緒に」

　私は倉橋さんに伴われておじいさまがいる書斎へと向かった。

　私と倉橋さんが書斎に入ると、おじいさまは書斎の机に置かれた一ヶ月分の郵便物に目を通しているところだった。

「旦那さま。琴音お嬢さまをお連れいたしました」

「おお、琴音。元気そうだな」

「はい。おじいさまもご無事にお戻りになられて良かったです」

「ほほう。一ヶ月前に会ったときとは身のこなしが違っているな。倉橋におまえの教育を頼んでいたのだが、しっかり教育してくれたようだな。倉橋、よくやってくれた」

　おじいさまのことばに倉橋さんが頭を下げる。

「お褒めにあずかり光栄です。琴音お嬢さまもとても頑張っておられました」

「そうか。それでは、琴音を社交界デビューさせても問題はなさそうだな」

「はい」

「社交界？」

「そうじゃ。明日、西園寺家でパーティーがある。そこで、綾小路家の跡取りとしておまえを紹介しようと思っている」

　予想外のおじいさまのことばに、私の頭は真っ白になった。

（西園寺家でパーティー？　私を綾小路家の跡取りとして紹介する？　おじいさまは何を言っているの？）

　頭の整理がつかない。私は自分の胸に手を当てて、何回か小さく呼吸を繰り返した。私が混乱している間も、おじいさまと倉橋さんは明日のパーティーについて話を進めている。

「あ、あの……おじいさま」

「なんだ？　琴音」

「私に……社交界デビューなんて……まだ、無理です。礼儀作法もダンスも、まだまだ勉強が足りませんし……」

　おじいさまが上海から帰ってきた日の翌日にパーティーなんて、私には絶対に無理だと思った。

　おじいさまは、私のダンスのレッスン風景も見ていない。それに、パーティーに行くとなれば、沢山の人たちと話をすることになる。

　外で他人と食事をしたこともない私は、ちゃんとテーブルマナーができるかどうかも不安なままだった。

　だが、おじいさまは、私に厳しい目を向けてきた。

「琴音、おまえの意志など関係ない。それにな、他の貴族たちが私の跡継ぎになるおまえを見たがっているのだ」

「おじいさまのおっしゃることも分かります。けれど、私はまだ綾小路家の暮らしにも慣れていませんし……きちんと皆さんにご挨拶ができるかどうか……」

「それはパーティーに行けば慣れるだろう。琴音、これはわしの命令だ。拒否することは許さん」

　おじいさまは私に向かってきっぱりと言い切った。私の意志は本気で関係ないと思っているんだと、そのとき私は感じ取った。

（私は拒否することすら許されないんだ。これが私のおじいさま、綾小路成蔵という人なんだ）

　まだおじいさまと交わしたことばは少ない、けれど、桔梗屋でたくさんの人たちを接客してきた私は、このとき、なんとなくおじいさまという人が分かったようが気がした。

「話はもう済んだ。明日に備えておまえは休みなさい」

「……はい。分かりました」

　私はそれ以上、おじいさまに意見することはやめた。おじいさまに小さくお辞儀をしてから、足早に書斎を後にした。

　私が書斎を出た後も倉橋さんとおじいさまは話を続けていた。






　部屋に戻った私は、扉を閉めて大きくため息をついた。これが、自分が思い描いていたおじいさまと孫の関係なんだろうかと。

「仕方ない……と言ってしまえばそれまでだけど。倉橋さんが桔梗屋で話していたような、広い屋敷でたった一人で寂しそうに過ごしているようには見えない」

　つい、思ったことを口にしてしまい、私は慌てて両手で口を覆った。誰も聞いているはずがないのに。

　その夜は、なかなか寝つくことができなかった。眠りに入った私は、この夜夢を見た。

　賑やかな話し声が響く桔梗屋で、私は前みたいにお酒を運んだり、料理を出したり、注文を取って次三郎お父さんに大きな声で伝える。

　桔梗屋は、いつものお客さんたちの笑い声で、明るく楽しそうだった。

（次三郎お父さん……帰りたい。この屋敷は広くて豪華だけど、どこか冷たい気がする。あの小さくても温かい、みんなの笑い声が響く場所に帰りたい）






　　　＊






　翌日。

　目を覚ました私は、自分が泣いていたことに驚いた。

「私……眠りながら泣いていたんだ……」

　ベッドから出ると、窓に掛かるカーテンを開けた。朝の陽ざしが目に染みる。

「はぁ……。とても楽しい夢を見たはずなのに。桔梗屋が懐かしい。次三郎お父さんはちゃんとご飯食べているのかな？　無理してないといいんだけど」

　夢のせいで、里心がついてしまったと思った。今日のパーティーに行かないようにするために、桔梗屋に逃げ込もうかとも思った。

（次三郎お父さんは、いつでも帰ってきていいと言っていた。パーティーに行くくらいなら、このまま『桔梗屋』に帰ってしまってもいいかもしれない）

　そんな良くないことをつい考えてしまった。

「あれ？　今日は誰も部屋に私を起こしに来ない。着替えも……いつもだったら悦子さんが手伝うはずだけど」

　時計を見たらすでに８時を回っていた。メイドの悦子さんを持っていても現れる様子はない。私は一人で着替えを済ませて、部屋を出て食堂に行くことにした。

「洋服を着るのはまだ慣れないな。着物なら簡単に着つけることができるのに」

　私は、少し戸惑いながらも、洋服に着替えると部屋を出た。長い廊下を歩いて一階へと向かっていると――。

　客間の一つに着いたときだった。部屋の中から話し声が聞こえる。よく見ると客間の扉が開いていた。

　私は扉の陰からそっと中を覗き込んだ。部屋の中にはメイドの悦子さんと佳代子さんが何やら話をしていた。

「ねえ、聞いた？　なぜ旦那さまが勘当同然の雅子さまの娘を引き取ったか」

「えっ？　なに？　どうしてなの」

「それがさぁ、どうやら綾小路家って、事業で失敗して今すごい借金抱えているって噂があるのよ」

「ええっ！　それじゃ、私たち暇を出されるの？」

「それはないと思うわよ。琴音お嬢さまを綾小路家の跡取りとして、政略結婚の道具にするつもりらしいの」

「それって、雅子さまと同じってこと？　うわっ！　旦那さまもひどいこと考えるのね」

「でも、貴族の令嬢なんてそういうものじゃない？　政略結婚なんてよくあることじゃない」

「そうかな？　最近は減ってきてるって話を倉橋さんがしていた気がするんだけど……」

「まあ、あのお金と爵位が命の旦那さまなら、それくらいのこと考えそうだよね」

「はぁ……。私、貴族の家に生まれなくてよかったぁ」

「あはは。えっちゃん、あなたが貴族の家に生まれるなんて無理無理」

「ほら、そろそろお嬢さまを起こしに行かなきゃいけないんじゃないの？　とっくに時間過ぎてるわよ」

「あっ！　いけないっ！」

　二人が客間から出てくる。私は慌てて隣の部屋の扉を開けてなんとかか隠れた。

（私、なんで隠れたの？　別にやましいことはしていないのに……。でも、二人の話を立ち聞きしてしまったし……）

　悦子さんと佳代子さんは、まだ話し足りないという風に、他にも屋敷のことを話しながらその場を離れていった。

　二人の気配が無くなった途端、私は大きなため息をついた。

「だから、おじいさまは私を今日のパーティーに強引に連れて行こうとしていたのね」

　二人のメイドの話は私にとっては少なからずショックだった。私を他の貴族たちに紹介したい理由が跡取りという理由ではなく、綾小路家よりも莫大な富を持った貴族や実業家たちに嫁がせるためだったからだ。）

（今からでも遅くない。この屋敷を抜け出して次三郎お父さんのところへ戻ろう）

　私はそう思い、一ヶ月前にこの屋敷へ来たときの少ない荷物を取りに部屋に戻った。

「おじいさまには捨てろと言われていたけれど……。倉橋さんに頼んでタンスの奥に隠していた着物だけ持っていこう」

　私は数枚の着物を風呂敷に包み、着物に着替えて部屋を出る準備を整えていた。

「琴音お嬢さま？　そのようなお姿をしてどうしたのですか？」

　ふいに声を掛けられ、私は慌てて扉の方を振り返った。そこには怪訝そうな表情で倉橋さんが立っていた。

「……倉橋さん」

「どうしてお着物をお召しなのですか？」

「わ、私……この屋敷を出ていきます」

「急に何をおっしゃるのですか？　琴音お嬢さまが出ていくことを知ったら、旦那さまが悲しまれます」

「おじいさまが必要としているのは私じゃないでしょう？」

「それはどういう意味でしょうか？」

「メイドの悦子さんと佳代子さんの話を聞きました。綾小路家には多額の借金があるって。その借金を無くすために裕福な人と私を結婚させなきゃいけないって」

　私のことばに、倉橋さんがとても悲しそうな顔をした。

「そうですか……。メイドたちの話をお聞きになったのですね。確かに、この綾小路家は今、経済的にとても厳しい状況です。だからこそ、琴音お嬢さまにも綾小路家の立て直しにお力を貸していただきたいのです」

「私に好きでもない相手と結婚しろって言うの？」

「いえ、そうではございません。旦那さまも雅子さまの駆け落ちの件以来、いろいろと思い悩まれていたご様子。ですから、琴音お嬢さまを今回の西園寺家のパーティーにお連れして、たくさんの殿方とお引き合わせし、お嬢様のお心を捕らえた方との結婚をお勧めするつもりなのです」

「えっ？　じゃあ、無理やり好きでもない人と結婚させられるわけじゃないの？」

「はい。旦那さまは厳しい方ですが、決して無慈悲な方ではございません。どうか、ご理解ください」

「おじいさまには私が必要ということなんですね」

「さようでございます」

　そう言うと、倉橋さんは私に向かって深く頭を下げた。

（大切な、たった一人の肉親であるおじいさまのために、私が力になれるとしたら……綾小路家を立て直すことしかないのね）

　私は手に持っていた風呂敷包みをテーブル上に置いた。そんな私の様子を倉橋さんは黙って見つめていた。

「……おじいさまが困っているのなら……私も力になりたいです。やっと出会えたんだから。だから、今日の西園寺家のパーティーは行きます」

「琴音お嬢さま……ありがとうございます」

「いいんです。おじいさまを悲しませたくはないから」

　倉橋さんは嬉しそうに微笑むと、また深く私に一礼した。

「それでは後ほど、お着換えの手伝いにメイドをよこしますので。それまで、しばしこちらでお休みください」

　そう言うと、部屋を出て行った。バタンと扉が閉まった途端、私はベッドの上に腰を下ろした。

「はぁ……。伯爵家の令嬢だからって幸せとは限らないのね。お母さんは子どもの頃から、こんな窮屈な場所にずっといたんだ」

　本当は自分の心の内を打ち明けるなら、パーティーなんて行きたくないと思っている。

　そして、結婚なんてするのはまだ自分には早いと思う。けれど、おじいさまの役に立ちたいと自分で決めた。だから、私は覚悟を決めることにした。

　パーティーへ行くまでの時間がとても長く感じた。メイドの悦子さんに手伝ってもらって新しいドレスに着替える。

　おじいさまと一緒に車に乗って西園寺家へと向かう道中、私はこれから自分にどんな運命が待っているのか、不安でしょうがなかった。

　まるで、あかりのない暗い夜の道を一人でとぼとぼと歩いている、そんな気持ちだった。
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　西園寺家のお屋敷は目白にあった。綾小路家の屋敷も私にはとても広いと思われたけど、西園寺家の広さといったら、敷地がどこまであるのか分からないほどだった。

　車で長い私道を進み、ひときわ大きな洋館の前で車は停車した。

「すごいですね。私たち以外にもたくさん車が並んでいます」

「西園寺家は公爵ではあるが、事業で成功した家だからな。ヨーロッパとの取引をほぼ独占している」

「そうなんですか」

　助手席から倉橋さんが降り、後部座席のドアを開ける。私が先に降り、次におじいさまが降りた。

「では参ろうか、琴音よ」

　そう言うと、おじいさまが右腕を示す。私はおじいさまの右腕に自分の腕を入れ、前を向く。

　そして、大きな玄関の中へと入っていく。

　西洋式の玄関を入ると、長い廊下が続いている。深緑の絨毯が廊下一面に敷き詰められている。

「綾小路伯爵さま。お孫さまの琴音さまでございますね。主人の西園寺が奥の広間でお待ちでございます」

　西園寺家の執事らしき男性が、私とおじいさまに頭を下げ、奥の豪華な扉を示した。

「うむ」

　おじいさまは頷くと、私の手を引いて奥の広間へと向かった。廊下の端々には見事な細工が施された彫刻がいくつも並んでいた。

（お屋敷の広さも調度品の数も綾小路家より贅沢だわ。本当にすごく裕福な家なんだ）

「これ、琴音。そのようにキョロキョロとよそ様の家を見るものではない」

「も、申し訳ございません」

　あまりの豪華さに私は思わず自分の立場を忘れて、廊下の調度品をまじまじと見てしまっていた。

　おじいさまに注意されて、恥ずかしくなってしまった。

（いけない。おじいさまに恥をかかせちゃいけないわ。綾小路家の娘としてしゃんとしなくちゃ）

　私は背筋を伸ばし、気持ちを切り替え、おじいさまと共に広間の扉をくぐった。

「ま、眩しいっ！」

　まず最初に飛び込んできたのは、オーケストラの生演奏だった。そして、天井には煌びやかなシャンデリアが七色の光を放って輝いている。広間には、たくさんの着飾った紳士、淑女たちが楽しそうにグラス片手に話をしていた。

「これが……貴族のパーティー……」

　壁際に並べられたテーブルには銀の大きな皿に西洋の料理がこれでもかというほど、たくさん並んでいた。

　庭へと続く大きな窓は開け放たれ、庭にもテーブルが置かれ、人々がお酒と食事を楽しみながら話に興じていた。

（こんな華やかな世界があるなんて……信じられない。見たこともない西洋の料理、一般人は決して着ることがないドレス……これが貴族なんだ）

　ことばを失って呆然と立ちつくす私の手をおじいさまが引っ張った。おかげで、私は我に返ることができた。

「奥の方に西園寺公爵がいるようだ。まずは挨拶をしてくるかな？」

「は、はい。おじいさま」

　私は緊張しながらおじいさまの後に続いて、人波をかき分けながら広間の奥へと進んだ。

　ひときわ人が集まっている中心に、口髭を蓄え、燕尾服の胸にいくつもの勲章をした50代くらいの男性が立っていた。

　そして、おじいさまに気がつくと微笑みながら近づいてきた。

「これは、これは。綾小路さま。よくいらっしゃいました」

「本日はお招きいただき、ありがとう。いつもながら豪華なパーティーですな」

「いやいや。それほどでも……。おや？　そちらの美しいお嬢さまはもしかして？」

「そうじゃ。雅子の娘。わしの孫の琴音じゃ」

「そうでしたか。初めまして、琴音さん。私は西園寺正隆と申します」

「初めまして。綾小路琴音と申します。本日は、お招きいただきまして、ありがとうございます」

　私は礼儀作法で教わった通り、ドレスの裾を少し持ち上げてから腰を少しかがめて西園寺公爵に挨拶をした。

　私の挨拶する姿を西園寺公爵は目を細めてジッと見ていた。私は、何かおかしなところがあったのではとハラハラしてしまった。

「いやぁ、なんと素晴らしい挨拶でしょうか？　噂では長い間、庶民の家庭でお育ちになったと聞いていましたが。なかなか、作法もしっかりしているようだ」

「ははは。わしの孫だからな。これからもいろいろな場所で会うこともあるだろう。そのときはよろしく頼むぞ。西園寺殿」

「分かりました。琴音さん。まずは今日のパーティーをゆっくり楽しんでください」

「はい。ありがとうございます」

　西園寺公爵はそれだけ言うと、また大きな輪の中に戻っていた。西園寺公爵との挨拶をつつがなく終えることができて、私はホッと胸を撫でおろした。

「あの……おじいさま……」

「よくできた。わしが思っていた以上の出来だったぞ。西園寺殿のおまえに対する印象も良いようだ。これでわしも一安心じゃ」

「おじいさまの期待に応えることができて良かったです」

「わしは、少し挨拶をして回っている。おまえもしばらく好きにするがいい」

「えっ？　ですが……」

　戸惑う私を残して、おじいさまは一人でどこかへ行ってしまった。

（そんな……知り合いなんて一人もいない、こんな広いところに一人取り残されてもどうしたらいいのか……）

　倉橋さんと家庭教師たちに、一ヶ月間、みっちり礼儀作法や貴族の令嬢としての振る舞いは教えてもらった。

　けれど、初対面の貴族の人たちとどんな会話をすればいいのかなんて、分からない。

　どうしたらいいのか分からず、その場に立ち尽くしていると……。

「お飲み物はいかがですか？」

　お盆に飲み物を乗せて会場を回っている給仕の一人が、私に声をかけてきた。そして、にっこりと微笑むとグラスの乗ったお盆を私の前に差し出した。

「あ、ありがとう」

　グラスの中で泡が立っている。その不思議な飲み物の入ったグラスを一つ私は手に取った。

　そして、一番落ち着きそうな場所……。人混みを避けた壁際でおじいさまを待つことにした。
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　私が壁の花となっていったいどれくらいの時間がたっただろう。おじいさまはまだ戻ってくる様子はない。

　私の前を通り過ぎる人たちも、私に気づいてはいるけれど、声をかけてくることはない。

（チラリと私を見ては、ヒソヒソと話をしている。まるで、私のことを値踏みしているみたい……。なんだかあまりいい感じはしない）

「はぁ……。おじいさま、もしかして私のことを忘れているんじゃないかな？　もしそうなら、倉橋さんに伝言してこの会場を抜けて屋敷に戻りたい」

　自分でも気づかないうちに、つい口に出して呟いていた。

「帰るにはまだ早いですよ。パーティーは始まったばかりなんですから」

「えっ？」

　突然男性の声がして驚いた私は顔を上げた。目の前には綺麗に整えられた髪とハッキリした目鼻立ち。高級そうな燕尾服。

　美青年とはこういう人のことを言うのかと思わせるほどの青年が、私の前に立っていた。

「あ、あの……」

「あなたは、綾小路琴音さんですね」

「そうです。あの……あなたは？」

「ああ、失礼しました。僕は西園寺流生です」

「西園寺……もしかして、西園寺公爵さまのご子息ですか？」

「はい。よろしくお願いいたします」

「こちらこそ、綾小路琴音です。よろしくお願いいたします」

　美青年の西園寺流生に声をかけられ、私は緊張でどきまぎしてしまった。ふと、周りを見ると他の女性たちがこちらをチラチラと伺っている。

（これほどの美青年なら、他の女性たちが放っておくわけないわよね。簡単に話を済ませて、この場を退散しよう）

　花街でもそうだったけど、美青年はとにかく女性に人気がある。そして、時折女性たちがその美青年をめぐって、争いになることを私は知っている。

　私と流生さんの様子を伺っている女性の何人かは、明らかに嫉妬の目で私を見ているのが分かった。

「今日はこのような素晴らしいパーティーにお招きいただき、ありがとう」

「いえ。これは父の趣味のようなものです。僕はもう少し規模の小さいパーティーが落ち着けるんですが」

「そうですか？　私はパーティーに参加するのはこれが初めてなので」

「そうだったんですか？　よろしければ僕と一曲踊っていただけませんか？」

「えっ？　あの……」

　まさか、流生さんからダンスに誘われるとは思っていなかった。レッスンはしているけど、まだ人前で踊るのは自信がない。

（どうしよう……。まだ、ダンスには不安があるのに。この前も先生の足を踏んでしまったし……。どうにかことわれないかしら）

　私が返事に困っているのを、流生さんは私が恥ずかしがっていると勘違いしたようだった。

「恥ずかしがらないで。僕がちゃんとリードしますから」

　そう言うと、流生さんは私の手を掴んで会場の中心へと連れて行こうとした。

「あの……待ってください。違うんです……私は……」

「心配ないよ。さあ」

　強引に腕を引っ張られ、私が流生さんに引きずられそうになっていたところ――。

「おい、そこまでにしておいてくれるか？」

「えっ？」

　私の腕を掴んでいた流生さんの手首を横から伸びてきた腕が掴んだ。

「誰だ！　君は？」

　流生さんの視線の先に私も顔を向けると――。そこには、立花さんが不敵な笑みを浮かべて立っていた。

「た、立花さん」

「よう、お嬢さん。元気そうだな？　しかし、馬子にも衣装とはこのことだな。その桜色のドレス、なかなか似合ってるじゃないか」

「あ、ありがとうございます」

「くっ！」

　流生さんが私から手を離した。立花さんは流生さんの手が私の手首から離れたのを確認して、自分も掴んでいた流生さんの手を離した。

　流生さんは、少し痛そうに自分の手首を擦っている。爽やかな顔からは笑みが消え、不機嫌そうに立花さんを睨みつけている。

「失礼だな、君は。僕が西園寺流生と知っているのか？」

「ああ、知ってるぜ。お坊ちゃま。俺は立花荘介だ、よろしくな」

「あなたが、立花荘介……。若くして、アメリカと上海で事業に成功し、莫大な財産を手にした実業家……」

「ほう。よく知ってるじゃないか。それじゃ、俺を怒らせない方がいいってことも親父さんから聞いてるんだよな」

　立花さんのことばに、流生さんは押し黙ってしまった。重苦しい空気が二人の間に流れる。

（ど、どうしよう……この場をどうしたらいいの？　桔梗屋のときは次三郎お父さんのひと睨みで、みんな喧嘩をやめてくれたけど、どうすれば……）

　ハラハラしながら、私は立花さんと流生さんにどんなことばをかけていいのか分からずに、あたふたしていると――。

「琴音。こんなところにいたのか。んっ？　おお、立花くんと流生くんじゃないか。二人と一緒にいたのか」

「お、おじいさま……」

　会場を回っていたおじいさまがやっと私のところに戻ってきた。さっきまで緊張した空気が流れていた立花さんと流生さんの仲も普通に戻っていた。

「ちょうどいい。琴音に伝えておこう。西園寺流生くん、立花荘介くん。おまえにこの二人のどちらかに嫁いでもらおうと思っている」

「えっ？　おじいさま？」

　突然のおじいさまのことばに、私は返すことばを失った。立花さんと流生さんは、お互いを牽制するように再び睨み合っている。

「どちらに嫁ぎたいか、琴音もしっかり考えておきなさい」

「ですが、おじいさま。私はまだお二人のことをあまりよくは知らないのですが」

「そんなことは嫁いでから知ればいい。結婚とはそういうものだ」

　ここへ来たときのように、おじいさまは私のことばには耳を貸してはくれなかった。今日の今で、急に二人のうちのどちらかに嫁げと言われても私は二人になんと返事をしていいのか分からない。

　すると、流生さんが私の手をふわりと取って自分の手を重ねてきた。

「もし、僕が選ばれたら。必ずあなたを幸せにします」

「あ、ありがとうございます」

　甘く囁くように言われ、自然と自分の頬が熱くなるのが分かった。立花さんはというと――。

「フッ……。ことばだけなら、なんでも言えるもんだぜ、お嬢さん。だが、俺も貴族のお坊ちゃまに遅れを取る気はないぜ」

　華やかな会場の一角。私たちがいる場所だけが不穏な空気に包まれている。私は自分がこれから、どうなっていくのかが不安でどうしようもなかった。

　こめかみがすこしズキズキしてきた。心の中で小さく立ったさざ波が大きくなっていく。

（嵐の予感がする……私はこれからどうなるの？）

　そんなおぼろげな不安を抱えたまま、私はこの後もパーティー会場にたたずんでいるしかなかった。






　　　＊






　西園寺家のパーティーから数日後。

　私はおじいさまに書斎に来るようにと呼び出された。

（おじいさまが私を呼ぶときはいつも何か命令するときのような気がする）

　パーティー以降、今のところおじいさまは仕事で外国へ出かけることはなかった。けれど、日中ほとんどの時間を書斎で過ごしている。

　屋敷にもおじいさまを訪ねてたくさんの人たちが来てている。おじいさまは書斎でその人たちと長い時間話をしていることが多かった。

　夜はというと、他の貴族の方たちや軍関係者、そして議員などとの会食などで家を留守にしているため、私と食事をすることはない。

（結局、おじいさまが屋敷にいようといまいと、食事をするとき私は一人なんだわ）

　一人で食事をすることにはもう慣れてしまった。時折、桔梗屋での賑やかな日々を思い出すこともあるけれど。

　それは、私にとっても大切な思い出として心の奥に締まってある。そして、一人きりで寂しくてつらい夜に、次三郎お父さんや長屋のみんなのことを思い出している。

　いろいろと考えながら廊下を歩いていると、いつの間にかおじいさまの書斎に前に到着していた。

　私はいつものように扉をノックする。すると――。

「入りなさい」

　部屋の中からおじいさまの声が響く。私は扉のノブを回して部屋の中に入る。

「おじいさま、失礼します。私をお呼びだと伺いましたが」

「来たか、琴音。今からおまえにとても大切な話をする。そこのソファに座ってよく聞きなさい」

「私に大切な話？」

　私はおじいさまに促されて、ソファに腰を下ろす。おじいさまも書斎の机から立ち上がると私の正面に腰を下ろした。

「喜ぶがいいぞ。おまえの結婚相手が決まった」

「えっ？」

「立花荘介くんだ。結婚式は二週間後に行う。すべての準備は倉橋に任せる。花嫁道具も綾小路家に相応しい品物をおまえに持たせようと思っておる」

「あ、あの……おじいさま、少し待ってください。私の結婚が二週間後というのは、少し早すぎませんか？」

「うむ。確かに少し早いと思うが……。仕方がないのだ。立花くんは外国を飛び回る仕事をしているからな」

「てすが、この前の西園寺家のパーティーでは、もう少し時間をいただけるものと思っておりました」

「そ、それはのぉ……、立花くんがどうしてもおまえを嫁に欲しいと申し出たからだ。しかも、おまえを嫁にもらう条件として、わが綾小路商会に多額の融資をしてくれると約束してくれたのだ」

　おじいさまのそのことばに、私は自分の足元がガラガラと崩れる音を感じた気がした。

（おじいさまが私の結婚相手を立花さんに決めたのは、自分の会社に融資をしてくれるからなの？　私の意志は関係ないってこと？）

　これではまるで、花街で男たちに春を売る女性たちとなにも変わらないと私は思った。

　言い方は違うけれど。私はお金のために、立花さんの妻になる。それは、別の視点から見れば花街に売られた女性と同じだということだ。

　涙が溢れそうになるのを私はグッと堪えた。こんなことで涙を見せるなんてできない。

（おじいさまにとって、それがとても大切なことなら、私はおじいさまに従うしかない。そう決めたんだから）

　本心では嫌だと言いたい。けれど、西園寺家のパーティーに行く前、倉橋さんと交わした会話を思い出した。

　たとえそれがどんな結果であろうと、私はおじいさまの力になりたいと思ったのだから。

「……分かりました。それでは、私は倉橋と婚儀の準備について話をします」

「分かってくれたか。ありがとう、琴音。盛大な婚儀にするとしよう」

「あの……おじいさま、一つ聞いてもよろしいですか？」

「んっ？　なんだ？」

「西園寺流生さんには、なんとご返事をするのですか？　流生さんも結婚相手のお一人だったのですよね」

「う、うむ……まあ。流生くんに関しては素行にいろいろと問題もあることだし。父親の西園寺殿に話を通しておけばいいだろう」

「そう……ですか」

「では、倉橋にはわしも話をしておこう」

「はい。ありがとうございます。では、失礼します」

　私が反抗しなかったことにおじいさまは満足げな笑みを浮かべた。けれど、私の心は一つも晴れることはなかった。






　結婚が決まってから二週間は目も回るような忙しさだった。結納を済ませ、西洋式の結婚式をするにあたり、ウエディングドレスを新調するため屋敷にドレス職人が何度もやってきては、私の身体の採寸をしたり、生地を選んだり、デザインを決めたり。

　その他にも嫁入り道具を決めるのも大変だった。私はできるだけ普通の品物を選びたかった。

　けれど、おじいさまが「綾小路家の娘なら、それなりの物を持って嫁入りしなければ示しがつかん」と、高価な品物ばかりを揃えることになった。
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　そして、結婚式当日。

　朝から綾小路家は慌ただしさに包まれていた。まずは、近しい人たちだけで、神前で挙式をした。

　夕方からは、綾小路家の広間と中庭を使って西洋式の結婚式と披露宴が行われた。

　招待客は政財界の人たちや同じ貴族の人たち。千人は集まっているかもしれないと思うほどだった。

（こんな贅沢な結婚式をする必要があるのしかしら？　料理だってほとんど誰も手をつけていない）

　着飾った人たちを見つめながら、私は少し悲しい気持ちになってしまった。

「おい。自分の結婚式なんだからもっと嬉しそうな顔をしたらどうだ？」

　隣でシャンパンを飲んでいた立花さんが私の顔を覗き込んできた。いつもは猛々しい雰囲気の立花さんが燕尾服に身を包んでいると、品よく見えてしまうのが不思議だった。

「……分かっています。けれど、こんな盛大な結婚式が必要だったのかと思ってしまって」

「ははは。貴族には見栄というのが必要なんだろう。おまえのじいさん、得意げな顔をしてみんなに自慢しているじゃないか」

「……そうですね」

「仕方ないさ。老い先短いじいさんにあとしばらく付き合ってやればいい」

「は、はい」

　それから、立花さんが言うように披露宴は遅くまで続いた。私と立花さんがやっと解放されたのは、すでに日付が変わってからだった。

　披露宴が終わり、私は立花さんの屋敷へ移り住むことになった。すでに倉橋さんが、私の花嫁道具を屋敷に届けてくれていた。

（初夜……なのね。花街のお姉さんたから話を聞いたことがあるけど……。なんだかちょっと怖い）

　寝室に入ると、メイドによってウエディングドレスを脱がされ、寝間着に着替えさせられる。立花さんはまだ少し仕事があると言って書斎へ行ってしまった。

「どうしよう……」

　私は落ち着きなく、ソワソワと部屋の中を歩き回った。これから自分の身に起こることを考えると、不安でたまらなかったから。

　部屋の中を歩き回り、ふと窓に視線を向けると丸い月が空に輝いていた。

「綺麗な月……」

　私は窓を開けて、空高くに輝く月を眺めていた。すると、部屋の扉が開いて立花さんが部屋に入ってきた。

「どうした？　そんな薄着で何を見ている？」

「月です。あまりにも今夜の月が美しかったから」

「ああ。確か今日は満月だったかな」

　立花さんも私の隣に来て、一緒に空を見上げる。私はそんな立花さんの様子をチラリと横眼で盗み見た。立花さんの横顔はどこか寂しげに見えた。

「あの……立花さん」

「おいおい。俺たちは夫婦になったんだ。夫を立花さんと呼ぶのはおかしいんじゃないか？」

「あっ！　そうですね。それでは、荘介さん。一つ伺ってもいいですか？」

「なんだ？」

「どうして、私と結婚したのですか？　荘介さんほどの方なら、借金で苦しい綾小路家よりも裕福な家からの結婚の話もあったのではないですか？」

「フッ……。金なら腐るほどある。俺は金が欲しくてあんたと結婚したわけじゃない」

「では、爵位ですか？」

「ははは。金じゃないなら、爵位と来たか。俺は爵位も御免被る。そんな窮屈な物はいらないね」

「では……どうして？」

「復讐さ」

「復讐……？　それはどういう意味ですか？」

　私に向き直った荘介さんの目には暗い光が見えた。どこか冷めたような眼差しに、私は小さく身体を震わせた。

「俺の親父は小さな繊維工場を経営していた。なかなか順調でこのままいけば、もっと会社を大きくできるはずだった。けど、あんたのじいさんがうちの工場の近くに繊維会社を作って、金にモノを言わせてうちの仕事を全部奪っていったのさ」

「そ、そんな……」

「親父は必死で借金して工場を立て直そうとしたが、あんたのじいさんが邪魔して、結局、工場は倒産しちまった。おやじはおふくろと一緒に無理心中してしまった。俺は、たまたま、ばあさんの家に預けられてて助かった。けど、弟と妹もおやじは手にかけてしまったのさ」

　淡々と語られる立花さんの生い立ちに、私はかけることばもなかった。

「俺は叔父である立花夫婦に引き取られ、実子として育てられた。その二人が新天地を求めてアメリカに渡ることになって、俺も一緒についていった。そこで、必死に働いて今の地位を築き上げた」

「おじいさまの会社に融資したのも、復讐のためなんですね」

「ああ。そうだ。そして、じいさんの罪はあんたの身体で償ってもらうことにしたのさ」

　荘介さんはそう言うと、私の腕を掴んで乱暴にベッドに連れて行くと放り投げた。

「きゃあっ！」

　ベッドの上に倒れこんだ私に荘介さんが圧し掛かってきた。

「俺は、綾小路家がなくなればいいと思っている」

「い、いやぁっ……。そんな……乱暴にしないでください……やあっ……お願いです」

「ははは。おまえは俺に売られたんだ。おまえが育った花街の女たちと一緒だ。買われた女になにをしようと俺の勝手だ」

　荘介さんはそう言うと、乱暴に私の唇に口づけをしてきた。

「ふんっ……んんっ……んぐっ……くっんんっ」

　まるで、むさぼるような口づけに私はイヤイヤと頭を振って荘介さんの唇から逃げた。そして、ベッドから起き上がって部屋の扉の方に向かおうとした。

「逃がさない」

　荘介さんは私の腕を掴むと、再び私をベッドの上に引きずり戻し、強く抱きしめてきた。

「い、いやです……ら、乱暴は……やめてください」

　初夜の日。私にとってはすべてが初めてのことばかり。それなのに、夫となった人から、こんな、物のような扱いを受けることが我慢できなかった。

　怯える私はなんとか荘介さんの手を払いのけようとした。けれど、男である荘介さんの強い力に女の私が抵抗できるわけがなかった。

「いやっ……ひゃあっ……ダメです……待ってください……どうか、私に……心の準備をさせて……ください」

「無理だな。それに、今日は初夜だ。心の準備はできているだろう。まあ、抵抗する琴音をねじ伏せるのも、また一興だがな」

「ああっ……」

　太ももに荘介さんの硬いものを感じた。両手で、頭の上で一つにまとめ上げられる。身動きすることもできない。私にはもう逃げ場がないと悟ってしまった。

　頭では分かっていても、私の身体は震えてしまう。

「くくく。怯えた顔が俺をそそるということが分かっていないようだな」

　私の上に圧し掛かっている荘介さんが、耳元で低く笑いを含んだ声で囁いた。

　荘介さんの燃えるような目に射すくめられ、私の身体は甘美な毒に犯され始めているようだった。

「やあっ……荘介さん……。う、腕を……離してくだい」

「だめだと何度言わせる」

　荘介さんははっきりそう言うと、私の寝間着の帯に手をかけてスルスルと解いた。寝間着で隠されていた私の身体が荘介さんの目の前に晒される。

　荘介さんは、少しの間私の身体を見つめていた。そして、何も言わず私の乳房を掴んで揉み上げる。

　上下に揉み上げるように動かされ、背筋がざわざわと波立つ。

「ひゃんっ……ぁあっ……さ、触らいないで……だめですっ」

「いいねぇ。思っていた以上に張りと弾力もある。それに、俺の手にしっくり馴染むじゃないか」

「あっ……だめです！　そんな、乱暴に揉まないでっ……こんなの……私が思っていた……初夜と……違いますっ」

「ほう。じゃあ、琴音はどんな初夜を思い描いていたんだ」

「そ、それは……」

「俺におまえの初夜を教えてみろよ。おまえの思い描いていた初夜を俺が気に入れば、望み通りにしてやってもいいぞ」

　戸惑いながらも、私は自分が思い描いていた初夜を荘介さんに伝えようとしたときだった。

「くっ……はああんっ」

　荘介さんが乳房を揉み上げながら、手の平で硬くツンと尖り始めた乳首を捏ねるように押してくる。

「きゃあっ……ど、どうして……まだ私……なにも言っていないのにっ」

「悪いな。時間切れだ。それに、琴音が思っている初夜より、俺がこれからおまえにすることが、きっと鮮明に記憶に残る忘れられない初夜になるだろうと思ってな」

　あざ笑いを含んだ荘介さんのことばに、私の頬はカッと熱くなる。

（荘介さんは最初から私の初夜の話なんて聞く気はなかったんだわ。私を辱めて、楽しんでいる）

　荘介さんにとって、私が恥ずかしがったりすることが何よりの楽しみなんだと思わずにはいられなかった。

　耐えるしかないと分かっていても、身体に感じることすべてが初めてで、どうしても怖いと思ってしまう。

　けれど、最初は乱暴にしていた荘介さんの手の動きが、どんどん柔らかく優しくなっていくような気がした。

「ぁあっ……くふっ……んっ、んっ……んんっ……はぁあんっ」

「乳首がこんなに尖ってるぞ。そんなに気持ちいいのか？　嫌だと言っているわりに感じているじゃないか。もっといやらしいことをしてやろうか？」

「そんなこと……いいです……これ以上は……なにも……いやですっ」

　荘介さんの手のひらが乳首を擦り上げる度、痺れるような、くすぐったいような痺れる感覚が胸から全身へと広がっていく。

「琴音の乳房は俺の手にちょうど収まる大きさだ。乳首も桜色で美しい。男を知らない身体だな。初めてを俺が奪うことができるとは光栄だな。だが、処女にしては感じすぎる身体をしている」

「はあっ……それは……荘介さんが……触れているから……です」

　私のことばに、荘介さんが大きく目を見開いた。そして、上から私を見下ろしながら、最上の笑みを浮かべた。

「そうか？　そんなに俺に期待をしていたのか。なら、琴音のその期待には応えないといけないな」

「な、なにを言ってるんですか？」

　荘介さんの顔が私の乳房の上へと降りてくる。そして、硬く尖った乳首を口に含んできた。

「くぅっ……あんっ……ぁあっ……ダメですっ……」

　ヌルリとした舌の感触と、敏感な乳首を舌が舐め上げるその甘い快楽に、私は大きく背中を反らせた。

　乳首を強く吸ったり、時には甘噛みしてくる。初めて感じるその強烈な刺激に私は目眩を起こしそうになる。「ふふふ。乳首を舐められて感じているのか？　腰を押し付けてきて、処女なのに淫乱だな、琴音は」

「違います……私は……淫乱なんかじゃ、ありません……これは、荘介さんが……す、吸うから……」

　そこまで言って、私は自分が淫らなことばを口にしていたことに気がついて、恥ずかしくて顔が熱くなった。

「もっと気持ちよくなることをしてやる」

　荘介さんが自分の足を私の両足の間に割り込ませてきた。

「な、なにをする気ですか？」

「分かっているんだろう？」

　花街のお姉さんたちたから話は聞いていた。けれど、実際にそういう場面になると、そう簡単に受け入れられるものじゃない。

　私は慌てて太ももを閉じようとした。けれど、荘介さんは素早く足を割り込ませ、私が足を閉じられないようにした。

「怖がるな。これからするのは、おまえの身体が喜ぶほど気持ちいいことだ。今まで味わったことのない快楽をおまえの身体に教えてやる」

　そう言うと、荘介さんは片手を私の太ももから、さらに奥にある中心へと移動させていった。

「はあ……ぁぁっ」

　荘介さんの指が割れ目を押し広げ、まだ誰一人迎え入れたことのない私の秘密の場所へと侵入してきた。

　荘介さんの長い指の存在を感じた途端。私のアソコがじゅん……と潤んだような気がした。

「もしかして、待ちわびていたのか？」

「ち、違います……」

「違わないな。琴音の身体は感じやすくて淫乱だったな。待たせてすまなかった。心ゆくまで感じるといい」

「そ、そこは……いやぁっ……触らないで……くださいっ……だめぇっ」

　荘介さんの指が割れ目を押し広げ、その奥にある襞と突起に指を添えるとおもむろに弄ってきた。

「あっ……んんっ、んぁっ……いやっ……いや…っ！」

　荘介さんの指が襞と突起を弄る度、鋭い快楽が背筋を走り抜ける。それは、私が一度も感じたことのない、強烈な刺激だった。

「ぁあっ……あっ、あっ……ふぁ」

「もう蜜が溢れてきている。なんて反応のいい身体なんだ」

「んんっ……あっ、あっ……だめえっ！　そんなところっ……弄っては……だめで……ああっ……お許しをっ」

　荘介さんの指が、私の割れ目の奥で動く度、私の腰は勝手に震えた。そして、太ももから次第に力が抜けていく。

「快楽に溺れまいと必死で堪えている琴音の顔は、実に綺麗だ。その顔を快楽だけを求める娼婦のようにしてみたいな」

　さらに荘介さんは襞と突起を弄る指を小刻みに震わせる。甘美な快楽がいっそう強くなる。同時に乳首を吸われ、私の身体は快楽にどんどん溺れていくような気がした。

「はあっ……んっ、んっ、ふっんんっ……はあっ」

　快感が生じる場所を執拗に弄られ、恥ずかしくて消えてしまいたいほどなのに、身体の奥から得体のしれない渇きと疼きが湧き上がってきて、私は我慢ができなかった。

「ああっ……荘介さん……私の身体……おかしいです……身体の奥が熱くて……はあっ……我慢できません」

「それは、琴音の身体が俺の指だけじゃ満足できないと言っているのさ。もっと、熱くて硬いものが欲しいってな。もうそろそろいいだろう」

　そう言うと、荘介さんは私のアソコから指を離した。そして、私の腰を抱えると自分の硬くなった熱いモノを秘口に押し当ててきた。

　荘介さんの熱く猛ったものを自分の中心に感じて、私の意識は現実へと引き戻される。

「やあっ……いやぁっ！　こ、怖いっ……許してくだいっ」

「もう遅い」

　荘介さんは、私の腰を強く掴むと腰をゆっくりと押し進めてきた。私の秘口に荘介さんのモノの先端が侵入してくる。

「あっ……ああっ……はふっ……熱くて……硬いモノが……入ってくるぅっ」

　荘介さんの熱い剛棒が私の膣道を押し広げるように、ズルズルと私の胎内に入ってきた。

「くぅぅっ……はうっ……あっ、あっ……ぁああっ」

　荘介さんのモノが奥へと進んでいくにつれ、私は花街のお姉さんたちに教えられた処女を消失するときの痛みに戦慄いた。

　けれど、お姉さんたちが言っていたほどの痛みが訪れることはなかった。荘介さんがズンッと最深部へ腰を突き入れたとき、ほんの一瞬、ピリリとした痛みはあったけれど、それはすぐに瑠璃色の快感へと変わった。

「琴音の身体は男を迎え入れるようにできているようだな。初めてなのに、俺のモノを咥えこんで絡みついてくる」

　荘介さんはそう言うと、私の中に熱く、太いモノを挿入したまま腰を揺らした。すると、熱いモノが私の膣壁を擦り上げる。

「はっ……ああっ……そんなっ……う、動かないで……くださいっ……ああんっ」

　目もくらむような甘美な刺激に、私の膣内は荘介さんのモノをきつく締め上げる。

「琴音の中が熱くてうねっている。少し動かしただけでこの反応とは……先が楽しみだ。その身体、俺以外では感じられないほどにしてやろう」

「ああっ……」

　荘介さんは、私の腰を掴んでゆっくりと腰を動かし始めた。私の膣壁を擦るように刺激しながら出し入れしてくる。

「はあんっ……あっ、あっ、あっ……ふあ……っ」

　ことばとは裏腹に、荘介さんは私に痛みを与えないように、まるで壊れ物でも扱うように、腰を動かしていく。

　ゆっくりした動きに、私の中で官能が大きくなっていく。そして、私の意志とは関係なく、もっと強く激しく突き上げて欲しいと身体がねだるように、腰が揺れ始めた。
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「あんっ……ふあっ……あっ、あっ、ああんっ……」

　荘介さんが腰を回転させるようにして、私の膣壁を擦り上げる。途端、感じやすい場所を探り当てられ、熱いモノの先端で刺激され、私は背中を弓なりに反らせた。

「はぁああんっ……いやっ……だめですっ……そこは……ダメですっ……私、おかしくなりますっ……」

　官能と痺れが私の思考を麻痺させる。快楽を求めてやまない私の身体は、さらに荘介さんのモノを奥へと迎え入れようと震える。

「くっ……すごい締めつけだ。そんなに気持ちいいのか？」

「あぁあっ……は、はいっ……気持ちいいです……荘介さんの、熱いのが……私の奥を擦ってっ、溶けてしまいます」

「初めてでここまで感じる女を見たことがない。琴音は淫乱で名器の素養があるようだな。美しく乱れる琴音を見ていいのは俺だけだ。分かっているな？」

「は、はい……。私は……荘介さんのモノです……あんっ……もっと……奥を……突いてくださいっ」

　荘介さんは、はしたなく乱れる私の姿を見て笑みを浮かべた。そして、さらに私を乱れさせようと激しく突き上げてきた。

「はぁああんっ……荘介さん……私……もう……だめですっ……だめぇっ」

「くっ……俺もだ……琴音」

　荘介さんは、深く私と繋がろうと腰をさらに自分の方に引き寄せた。そして、いっそう激しく奥を突き上げてきた。私も荘介さんの腰の動きに合わせて、淫らに腰を蠢かせる。そして、私は高みへと押し上げられていく。

「ああっ…だめですっ……私……もう……イキますっ……イッてしまいますうっ」

　私は荘介さんのモノを締めつけるように内部をキツク窄ませる。それが合図だったように、私の中を押し上げるような勢いで、荘介さんが腰を押し付けてきた。

「あっ、あっ……くはっあんっ……イキますッ……私……んぁああっ……イッ……ううっ……はぁっあああああっ！」

「……くっ！　……琴音」

　熱い衝撃が私の身体の奥から全身へと広がっていく。荘介さんが私の胎内の奥に熱い飛沫を注ぎ込む。

　絶頂に達した私は、全身を震わせる。そして、強烈な快感が背筋を駆け抜け、一瞬意識が遠のく。全身から力が抜け、私はその場で荒い呼吸を繰り返す。

「はぁ、はぁ……んっ……ああっ……身体の奥が……熱い……です」

　あまりに一気に強烈な快感を受け入れた私の意識は朦朧としていた。そんな私の顔を荘介さんが覗き見る。

「……琴音。これで、おまえは俺のものになった。いいか覚えておけ、この淫らで美しい身体を他の男に触れさせるな。分かったな」

　薄れゆく意識が意識の中で、荘介さんはそう私の耳元でつぶやき、優しい口づけをしてくれた気がした。

「……は、はい。荘介さん……」

「まだ、これで終わりじゃないぞ、夜は長い。じっくりおまえの身体を味わうとしよう」

「ああっ……そんなっ……！　もう……ダメです」

「心配いらない。おまえの身体はすぐに快楽を覚えるさ」

「ああっ……」

　これ以上、淫らなことをされたら私はどうなってしまうのか。不安や恐れを感じながらも、私は荘介さんがもたらす快楽に溺れたいと思っている、もう一人の自分がいることに戸惑った。

　私のすべては……荘介さんのものなのだ。






　　　＊






　初夜の翌日。

　昼頃に、私は目を覚ました。ベッドの隣を見ると、すでに荘介さんの姿はなかった。

「うっ……ううっ……」

　一人寝室に取り残された私は、声を殺して泣いてしまった。何が悲しいのか？

　荘介さんの復讐のために利用されたことか？　それとも、愛のない営みを強要されたことか？

　どれも違うと私の心が言っている。悲しいのは荘介さんの心の傷が分かってしまったことだった。

「荘介さんはおじいさまが憎いあまりに、愛してもいない私と結婚して、おじいさまに復讐しようとしている。それほどまでに荘介さんの心を傷つけてしまったのが、私の肉親だということが悲しい……」

　私はしばらくベッドから起き上がることができず、ただ荘介さんの心の傷を思って泣くことしかできなかった。

　私が思い描いていた結婚生活と、荘介さんとの結婚生活はかけ離れたものだった。

　荘介さんが私との生活のために用意してくれた新居は、白幡しらはた家という貴族が所有していた洋館だった。

　しかし、白幡家は跡継ぎができず、綾小路家と同じように手広く広げてしまった事業に失敗し、屋敷を手放してしまった。

　それを荘介さんが買い取って、私との新居にしたのだ。

　使用人の数も、綾小路家の倍の人数はいる。私は日がな一日、何もすることがない。

　だから、中庭の一角に小さな花壇を作って花々や季節の野菜を育てることにした。

「おまえ、おかしなことをするな」

　荘介さんにはそう言われたけど、やめろとは言われなかった。

（そもそも、桔梗屋にいた頃は店の裏にある小さな庭で、自分たちが食べる野菜を育てていたんだから）

　荘介さんは仕事が忙しくて、ほとんど屋敷にいることはない。外国に買い付けに行くこともあって、長く屋敷を空けることが多かった。

　だから、一人、屋敷で過ごす私には好きなことをやらせてくれた。しかし、勝手に一人で屋敷を出ることは禁止された。

　そして、荘介さんが外国で買い付けを済ませて屋敷に戻ってきた日は大変だった。

「奥さま。旦那さまがお戻りになられました」

「そ、そうですか。ありがとう」

　もうすぐ寝室に来るであろう荘介さんを、緊張した面持ちで私は待っていた。その待っている時間はほんの数分なんだろうけど、私には何時間にも思えた。

「いま戻ったぞ。琴音」

　ノックをすることもなく、荘介さんはいきなり寝室のドアを開けて中に入ってきた。

「お帰りなさいませ。ご無事でお戻りいただき、何よりです……あっ！」

　私が妻として荘介さんを迎え、頭を下げたのもつかの間。荘介さんはいきなり、私を抱き上げるとベッドへと放り投げる。

「そ、荘介さん。帰ってきたばかりなので、少しお休みになった方が」

「いや、いい。上海でおまえが喜びそうなものを手に入れてきたからな」

　そう言うと、荘介さんはカバンから何かを取り出した。

「そ、それは……？」

　荘介さんがカバンから取り出したものは、男性の男根の形をしたものだった。直視するのも恥ずかしく、私は視線をそらせた。

「これは、象牙で作った男のモノだ。どうだ？　おまえへの土産としては最高のものだろう」

「そのような物を、どうする気なのですか？」

「これはディルドといって、女のアソコに入れるものなんだ。今日はこれをおまえのいやらしく淫乱なアソコに入れてやろう」

「そ、そんなっ……お、お願いです……どうか……それだけは……お許し……ください」

「心配するな。これを売っていた店主の話では、女はこれをアソコに入れられただけで、淫らに腰を振るそうだ」

「い、いやですっ……そんなもの……い、入れないでくださいっ……いやぁっ」

　私は身体を起こしてベッドから抜け出すと、部屋から逃げ出そうとした。けれど、すぐに荘介さんに腰を掴まれ抱き寄せられる。

　そして、いつもの荒々しさで唇を塞がれる。

「ふっんっ……んっ、んっ……ふんんっ」

　荘介さんは私の身体から服をはぎ取ると、私の両足の間に身体を割り込ませ、私が足を閉じられないようにした。

「荘介さん……何をする気ですか？」

　荘介さんの手には、あのディルドというものが握られていた。私は自分の目の前に未知のものがあることを恐れた。

「心配するな。慣らしてから、この象牙のディルドを琴音の中に入れてやる」

「そんな……いやですっ！　そんなもの……い、入れないでください」

「いいから、おまえは俺の言うことを聞いていればいいんだ」

　そう言うと、荘介さんは手にしたディルドの先端で、私の割れ目を押し開き、襞と突起に押し付けると上下に動かしてきた。

「はぁあっ……んっ……はぁっ」

　冷めたい象牙の感触に身体が緊張する。けれど、荘介さんはかまわず、象牙のディルドで私のアソコを刺激し続ける。

　最初は冷たかったディルドが、私の体温を吸収して温かくなっているようだった。

「ふんっ……く、あぁっ……んくっ」

　荘介さんは、私を安心させるようにゆっくりと象牙のディルドを動かしては、私が感じる場所を刺激してくる。

　ツルツルとした象牙の感触が、いつの間にか、私に甘い快楽を与えはじめていた。

「んはっっ……そこっ……やあっ……だめえっ」

　私の身体がほぐれてきたところで、荘介さんはディルドを秘口へと移動させ、私の秘口の形をなぞるように動かしてきた。敏感な部分を刺激されて腰の辺りがジンジンと甘く痺れてくる。

「いやらしいな。琴音のアソコが物欲しげにヒクヒクとしている。そんなにこのディルドを入れてほしいのか？」

「ち、違います……そんなもの……欲しくありません」

「そうかな？　ほら、こうして先端を少しだけ入れてやると。奥へ飲み込もうと秘口を窄ませているじゃないか」

「ああっ……そんなこと……言わないで……ください」

　荘介さんはディルドで私を淫らにさせながら、ことばでも私を責めてくる。私が恥ずかしいと思うことをついてくる。

（ああっ……こんないやらしく、淫らな私を見られるは恥ずかしいのに……身体は快楽を求めてしまう……私はどうなってしまったの）

「いやらしい蜜も溢れ出しているようだ。琴音のいやらしい穴はもう我慢できないようだな」

「ち、違いますっ……ひゃああっ……うそ、そんなっ……ああっ……は、入ってくるぅっ」

　荘介さんは私の秘口で遊ばせていたディルドを、蜜が溢れて止まらない私の秘口へと挿入した。

「あぅ、あ……くぁあっ」

　それは、予想を超える異物感だった。荘介さんの熱いモノとは違う無機質感。それでいて、はっきりとした存在感を感じる。

　時折、膣壁に当たるディルドの先端は硬く、大きさも一定で変わらない。なのに、荘介さんが私の中でディルドを動かすと、強烈な快感が襲ってくる。

「ふあっ……あぁあっ、あっ」

　象牙の感触に私の身体は戦慄く。形が変わらないディルドは、私のアソコを大きく広げたままだった。

「素晴らしいぞ。こうして、ディルドを出し入れすると、琴音の秘奥が捲れて見える。中も綺麗な桜色だな」

「あぁんっ……あっ……ああっ……み、見ないでください……そのような場所……他人に見せる……ものではありません」

　荘介さんは無言のまま、私の中で象牙のディルドを動かしながら、空いている方の手で乳首を摘まみ上げて、弄ってくる。

　上と下の刺激に、私の身体はいやらしく震える。恥ずかしいのに、荘介さんを誘うように、足を大きく開いてしまう。

「ぁあっ……いやっ……もう……嫌ですっ……許してください……っ」

　身体は快楽を求め続けているのに、私の心は羞恥に耐えられなかった。おもちゃで淫らにされ、辱めを受けている状況に、抑えていた涙が我慢できずに溢れてきた。

「……琴音？　どうした？　なぜ泣く？」

「こんなのは……いやです……こんな……あさましい姿を……見られるのは……もう……いやなんです」

　私は両手で自分の顔を覆った。嗚咽を漏らすことは必死で堪えたけれど、溢れる涙まで止めることはできなかった。

「泣くな……俺が悪かった」

　荘介さんはそう言うと、顔を覆っていた私の手をそっと退けた。そして、零れ落ちる私の涙を唇で優しくすくってくれた。

（時々、不思議に思うことがある。いつも私を無慈悲に抱く荘介さんが、たまに、とても私を優しく扱ってくれる……これには、何か意味があるんだろうか）

　やっと、涙が止まった私に荘介さんは――。

「そうか。琴音はおもちゃじゃなくて、俺が欲しいんだな。分かった。今度は俺のモノを入れてやろう」

「……そ、そんな……きゃふっ」

　荘介さんは、私の胎内に収められていた象牙のディルドを引き抜くと、代わりに自分の硬くそそり立つモノをあてがった。

「ああっ……だめです……いまは……入れないで……ください」

「恥ずかしがることはない。冷たく血の通わないものより、俺のモノが琴音は好きだということだ」

「やあっ……んあっ……！」

　荘介さんは、熱く脈打つ自身を私の奥へと一気に挿入してきた。熱く、硬い荘介さんのモノの感触に、私は全身を震わせる。

「ああん、ああぁあっ！」

　いつもより大きく感じる荘介さんのペニスを、私のアソコは美味しそうに飲み込んでいった。

「はあっ……ぁあっ、んっ……んああっ」

　猛るモノを奥深く挿入したまま、荘介さんは腰を大きく回転させながら、強く突き上げてくる。

「相変わらずの締めつけだな。しかも、今日はいつも以上に俺のモノに絡みついてくる」

　そう言うと、荘介さんは腰の動きを速めていく。私は大きくなる快感の波に意識を支配されていく。

「あうっ……あっ、んっ……あぁっ……ふっああっ」

　感じやすい場所を何度も擦り上げられ、私は荘介さんの目の前で淫らになっていく。

　甘美な快楽に震える私の膣奥を突き上げながら、荘介さんは空いた手で硬くなった乳首を摘まみ上げ、クリクリと弄ってくる。

「あっ……ああんっ……そんな、激しく……したら……だめっ……おかしくなりますっ……荘介さん……っ」

「うっ……ますます締めつけが強くなった」

「はああんっ……おかしいです……荘介さん……身体が熱くて……ああんっ……私……おかしいですっ」

　象牙のディルドのせいで、前よりも荘介さんのモノをハッキリと感じる。そのことが、私の快感をどんどん大きくしているようだった。

　私が淫らに悶える姿を見て、荘介さんは嬉しそうに微笑んで内部を擦り上げてかき回していく。敏感な部分を激しく責めてくる。

「ああっ……やあっ……いけないっ……そんなに、突かないで……くださいっ」

「素晴らしいぞ、琴音の中…っ」

　いつの間にか、私は荘介さんの腰をしっかりと両足で掴み、さらに深く繋がろうとしていた。そして、荘介さんの動きに合わせるように淫らに腰が揺れている。

「ああっ……んっ、ふはっ……ああぁっ」

　身体の渇きを満たすように、荘介さんの熱くて硬いモノを求めている。私の深い場所が快楽と熱に支配されていく。

　私の身体は、貪欲に荘介さんがもたらす快楽に飲みこまれていく。

「ああっ……だめえっ……私……もう……おかしくなるぅっ」

「俺もそろそろ限界だ」

「くあっ……あっ、あっ……奥が、熱くて……んっ……気持ちいいですっ……」

「はあっ……琴音」

　荘介さんは私の身体を強く抱きしめながら、深く腰を突き入れてきた。

「ひゃふんっ！」

　私の全身が甘美な快楽で戦慄く。そろそろ終わりが近いと身体が私に教えてくれているようだ。

「はああっ……荘介さん……私……もう……だめですっ……イクッ……ぁあっ……イきますっ……はっあああああああんっ！」

　私は荘介さんのモノを胎内でキツク締め上げた。同時に、荘介さんも熱いほとばしりを私の中に注いだ。

　絶頂に達した私の全身から力が抜けていく。荘介さんはそんな私を強く抱きしめた。耳元に荘介さんの荒々しい息遣いが聞こえてくる。

「ああっ……荘介さん……」

「本当に……琴音は綺麗で淫乱だ。手放せそうにない」

「ぁ、あ……」

　荘介さんは、快楽に震える私の身体を愛おしそうに抱きしめてくれた。私は、その腕の逞しさと温かさに、安心して意識を手放してしまった。

















第三章












「はぁ……」

　中庭に作った花壇の雑草を抜きながら、私は大きくため息をついた。身体がだるくて、雑草を抜くのに力が入らない。

（荘介さん。最近はあの上海から買ってきたディルドを毎日のように使って、私に淫らなことをする。恥ずかしくて嫌なのに、気がつくと頭の中が真っ白になって何も考えられなくなる）

「はぁ……」

　何度もため息をつきながら、私は疲れた身体を励ましながら花壇の雑草取りに意識を集中させる。

　ちょうどそのとき、メイドの二人が中庭の掃除の手を止めて話を始めた。すぐ近くにいるにもかかわらず、背の高い花々の陰になっていて私に気づいていないようだ。

「ねえ、知ってる？　旦那さまには、実は、結婚を約束した女性がいたらしいわよ」

「えっ？　本当に？」

「うん。メイド長の時恵さんと料理長が話をしていたのを聞いちゃったんだけどね。子どもの頃に約束したんだって、時恵さんに旦那さまが話したらしいわよ」

（荘介さんには結婚を約束した相手がいるの？）

　私に気づかないメイドたちはさらに話を続ける。人の口に戸は立てられない。いま私が出ていけば、この話を聞かないで済む。

　けれど、私は荘介さんが結婚を交わした女性のことを知りたいと思ってしまった。

「じゃあ、なんで奥さまと結婚したの？　もしかして、奥さまがその結婚を約束した相手とか？」

「ううん。違うみたい。旦那さまの相手は貴族じゃないらしいわよ」

「ええっ！　それじゃ、旦那さまは好きでもない人と結婚したの？」

「まあ、お金持ちにはいろいろとしがらみってやつがあるじゃない」

「ふーん。それで、旦那さまはもうその約束した女性と別れたの？」

「それがさぁ。時恵さんの話じゃ、別宅にいるらしいわよ、その女性。旦那さまが時々しか屋敷に帰ってこないのは、仕事が忙しいからじゃなくて、その女性と過ごすためじゃないかって」

　メイドのことばに、私は一瞬意識をなくしてその場に倒れそうになるのを必死で堪えた。

（荘介さんは、仕事で家を空けていると思っていたけれど、本当はその結婚を約束した女性のところへ通っていたということ？）

　荘介さんに心から愛されている女性……。きっと、私とは違って大切にされているんだろうと思うと、涙が溢れそうになってきた。

　それからメイドたちはひとしきり世間話をしてから、中庭を後にして屋敷の中に戻っていった。

「愛されていないとは思っていた。だって私のことは、おじいさまに復讐するために妻として迎えたんだから……それでも、私は……」

　自分が荘介さんを愛し始めていることに気づき、自分自身も驚いた。だから、私はどんなに荘介さんにひどいことをされても憎めず、すべてを許してしまっていたのだということを。

　まだ、花壇には雑草が残っている。けれど、今の私は花壇の手入れをする気力は残っていなかった。フラフラと立ち上がると――。

「部屋に戻ろう。時恵さんにはしばらく誰も部屋に来ないように言って……頭の中を整理しなくちゃ」

　気を抜けば、倒れてしまいそうになる身体を叱咤して、私はなんとか自室にたどり着くことができた。






　午後の日差しが、バルコニーへと続く大きな窓から差し込んできている。その大きな窓の前に置かれたカウチに座って、私は呆然とただ空を眺めていた。

（何もかもがどうでもいいような気がする。愛されていないことが、これほど辛いことだなんて……知らなかった）

　今日、荘介さんはおそらく屋敷には帰ってこないだろう。私は一人でこの空っぽな屋敷で過ごすのかと思った。途端、全身に悪寒が走った。

「こんな広い屋敷で一人で過ごしたら、私、どうにかなってしまうかもしれない」

　屋敷を出て、誰か知り合いのところに行きたいと思った。けれど、次三郎お父さんのところには行けない。

　貴族の中で、私が知っている人なんて本当に数人しかいない。おじいさまはきっと私が帰っても屋敷には入れてくれないだろう。

「おじいさまには何度か連絡をしてみたけれど、いつも忙しいと言われて品川の屋敷に行くことを断られてばかり」

　おじいさまにとって私はもう必要ないのかもしれない。そう思うと、それがまた私を悲しくさせた。

　このまま誰も知らない場所へ行こうかと思っていた時だった――。部屋の扉がノックされた。

「はい。どうぞ」

　私が扉越しに返事をすると。メイドの一人が少し困ったような顔で部屋に入ってきた。

「奥さま、申し訳ございません。お客さまがお見えになっております」

「私にお客さま？　どなたなの？」

「九条くじょう家の佐和子さわこさまが奥さまにお会いしたいとお見えになっていらっしゃいます」

　九条佐和子さんは、私が貴族になってからできた数少ない友人の一人だった。彼女は、子爵家の令嬢にもかかわらず、着飾ったところがまったくない。

「では、佐和子さんを応接室にお通しして。私も準備したらすぐに行きますと伝えてください」

「かしこまりました」

　メイドは一礼すると、部屋を出て行った。私は鏡台に座ると頬に涙の跡がついていないか確かめた。

「涙の跡はないわね。目が少し赤いけど。もし、佐和子さんに聞かれたら寝不足とでも言ってごまかせばいいわ」

　私はドレスの裾を整えると部屋を出て、応接室に向かった。

　応接室に入ると、佐和子さんはちょうどメイドが持ってきたお茶を一口飲むところだった。

「佐和子さん、いらっしゃいませ」

「ああ、琴音さん。お元気でした？」

「はい。おかげさまで。佐和子さんもお変わりないようですね」

「ええ。毎日、退屈な日を送っているわ。今日は急に押しかけてきて、ごめんなさい」

「いえ……いいんです。それで、私になにか御用ですか？」

「琴音さん。最近、外出している？」

「……い、いえ。外へは出ていません。ここしばらく、荘介さんが海外からお戻りなっていたので」

「まあ、そうだったの。それで、ご主人はお仕事で出かけているの？」

「は、はい」

「そう。実は、今日は琴音さんをオペラに誘いに来たのよ。ご一緒にどうかしら？」

「……お誘いはうれしいのですけれど」

「ダメよ、琴音さん。貞淑な妻でいるのも必要なことだけど、屋敷から一歩も出ないというのは、身体にも精神にも良くないわ」

「そ、そうでしょうか？」

「そうですよ。だから、一緒にオペラへ行きましょう。荘介さんには屋敷の使用人に伝言をしておけばいいじゃない」

　佐和子さんの誘いを断ろうとしたけれど、中庭で聞いたメイドたちの話が頭をよぎった。

「そ、そうですね。久しぶりに外出するのもいいかもしれませんね」

「でしょう！　私がドレスを選んで差し上げますわ」

「ありがとうございます」

　私は佐和子さんの誘いを受けることにした。そして、佐和子さんと一緒に部屋に戻ると、ドレスやバッグ、靴を選んで着替えると佐和子さんの車でオペラが開かれる劇場へと向かった。






　夕方、オペラ劇場に到着した。たくさんの人たちが劇場へと入っていく。私も佐和子さんと一緒に劇場の中に入った。

　ロビーには何度か見かけたことのある貴族の令嬢たちが集まっていた。

「あら？　嫌だわ。騒がしいと思ったら西園寺の流生さんもいらしているようね」

　佐和子さんは呆れた顔をしながら、女性たちが円を描くように群がっている場所を指さした。

　そこには、煌びやかなドレスを着た令嬢たちに囲まれて、笑顔を浮かべている流生さんの姿があった。

「本当に流生さんは、女性に人気があるんですね」

「ええ。そうですね。とても魅力的な方ですから」

「まあ、私はどちらかというと落ち着きのある殿方の方がいいのですけれど」

「佐和子さんは、まだ結婚はなさらないのですか？」

「私はまだいいわ。もう少し自由を満喫したいから。あらあら、流生さんがこちらに気づいたようですわ」

「えっ？」

　振り返ると、流生さんが私たちに向かって軽く手を振ってきた。そして、女性たちの輪を抜けてこちらに向かって歩いてきた。

「やあ、琴音さん。それから佐和子さん。こんにちは」

「こんにちは、流生さん。相変わらず、あなたの周りは賑やかね」

「ははは。そんなことはありません、今日は、たまたま、皆さんとここでお会いしただけです」

「あら？　そうなの……」

「琴音さん、お久しぶりですね。立花さんのところに嫁がれて、いっそう美しくなられたのではないですか？」

「そ、そんなことはないと思いますが」

「いえ、美しくなられましたよ。初めてお会いしたときはまだ大輪の花を咲かせる前の蕾のような初々しさでしたが。今は芳しい香りを放つ大輪のバラのような色香がありますよ」

「お褒めのことばと思っていいんでしょうか？」

「もちろんです。もしよければ、特別室で僕と少しお茶でも飲みながら話をしませんか？」

「えっ？　で、ですが、私は佐和子さんと一緒ですので……」

　突然、流生さんからお茶に誘われ、私は困った。結婚している身分である私が、夫以外の男性と二人きりでお茶を飲むのは誤解を招かないか心配になったからだ。

「いいじゃない。少しお話をしてくれば」

「で、でも佐和子さん」

　佐和子さんは私の耳元に唇を近づけると――。

「向こうに私が気になっている殿方がいるのよ。お願い、琴音さん。少しの間だけ流生さんを引き留めておいていただけないかしら」

「どうして私が流生さんを引き留めておかないといけないんですか？」

「……流生さんに私の想い人を知られたくないの。きっと社交界にすぐに噂が広まってしまう恐れがあるから」

　私は流生さんと二人きりになることは避けたかったが、佐和子さんの頼みを無視することもできなかった。

（佐和子さんには、幸せになってもらいたい。私が少しでも協力できるなら……！）

　私も、佐和子さんの耳元に口を寄せると、

「分かりました。少しの間だけですよ。できるだけ早く、特別室に私を迎えに来てくださいね」

「分かっていますわ」

　私は佐和子さんの頼みを聞き入れることにした。女同士のヒソヒソとした話を流生さんは特に気にする様子はなかった。

「お二人とも、話は済みましたか？」

「ええ。済みましたわ。私はちょっと知り合いを見かけたので、ご挨拶をしてきます。流生さん、しばらくの間、琴音さんのこと頼みますね」

「はい。心配はご無用です。では行きましょうか、琴音さん」

「は、はい」

　私は流生さんに案内をされ、劇場の二階にある特別室へと向かった。

　特別室の中へ入ると、流生さんは私にソファに座るよう勧めた。そして、サイドテーブルに置かれていたグラスに赤い液体を注いで私に手渡した。

「あの……これは？」

「ワインだよ。ここのものはとても極上なんだ。飲んでみて」

「……ですが私は。お酒はあまり得意じゃないんです」

「一杯だけだよ。全部飲めなかったら残してもかまわないから。とにかく飲んでみて。本当に美味しいんだから」

「そ、そうですか」

　私は流生さんの強い押しに負けてグラスを受け取ると、一口ワインを飲んでみた。

「……確かに、甘くてとても飲みやすいです」

「そうだろう。ここに置いてあるワインは最高級なんだ」

　甘く心地よいのど越しに、私はワインをさらに飲んでしまった。

（不思議だわ。お酒は苦手でそれほど飲めないと思っていたのに。このワインはなんて飲みやすい口当たりなの）

　ついつい、飲みやすさにつられ、私は予想以上にワインを飲んでしまったようだった。急に目の前がクラクラとしてきて、手にしたグラスを床に落としてしまった。

「あっ……私……どうしたのかしら……目の前が、クラクラしてきて……」

「おやおや、琴音さん。大丈夫ですか？」

「も、申し訳……ありません。グラスを……落としてしまいました」

「ふふふ。心配ご無用です。それより、ワインに酔ったようですね。少し横になってはいかがですか？」

　流生さんは、私の肩に手を置くと、ソファに横になるように促す。

「い、いえ……結構です……私は……佐和子さん……ところに……戻り……す……きゃあっ！」

　流生さんは私の肩を強く押して、強引に私の身体をソファの上に押し付けてきた。

「今さら逃がすわけがないでしょう」

「な、なにをするつもりなんですか？」

「ふふふ。琴音さん、僕はずっと君のことを狙っていたんだよ。まさか、あの立花に先手を打たれるとは思っていなかったけどね」

「ど、どういう意味ですか？」

「こういう意味だよ」

　そう言うと、流生さんはドレスの上から私の乳房を鷲掴みしてきた。ゾゾッと全身が総毛立つ。

「い、いやあっ！　離してください……！　私……結婚しているんですよ」

　私は覆いかぶさってきた流生さんを押しのけようと腕に力を入れようとして――。けれど、どうしたことか身体に力が入らない。

「どうして……？　身体から……力が、抜けていく……」

「くくく。すまないね。君のワインに少し薬を混ぜておいた。身体の自由を奪う薬だ」

「なんて卑怯なことを……やめて……私に……触らないで」

「どうして？　寂しいから、ここへ来たんだろう？　僕が君の身体の寂しさを慰めてあげるから」

　流生さんはそう言うと、私の身体からドレスを脱がそうと動き始めた。

（これが……流生さんの本性ということなの？　こんな卑劣な手を使って女性を自分の自由にしようとするなんて……ああっ……身体が言うことをきかない）

　なんとか身体を動かそうと私は試みる。けれど、身体は私の思うように動いてくれない。

　いま私の目の前にいる流生さんは、いつもの優しい青年とは違う――欲望に満ちた目で私を見下ろしている。

（こ、怖い……それに、この人に触れられると……とても気持ちが悪い）

　流生さんの手がドレスの裾をたくし上げ、太ももに触れた瞬間が、我慢の限界だった。

「い、いやぁっ！　やめてっ……。助けてっ！　荘介さーーんっ」

　無意識に、私は荘介さんの名前を叫んでいた。

　いきなりバタンと特別室の扉が開いて、荘介さんが飛び込んできた。そして、私の上に圧し掛かる流生さんの服の襟を掴むと、私の上から引き離した。

「なっ……！　どうして貴様がここにいるんだっ」

「うるせぇ。おまえ、俺の妻に何をしようとしてやがるっ！」

「こ、これは……違う……琴音さんが……具合が悪いというから……介抱していただけで……」

「嘘をつくなっ！　おまえの手口は調査済みだ。琴音をずっと狙っていたことも知っていた。だから、おまえが手を出せないようにしていたんだ」

「ひいっ！　や、やめてくれっ！　許してくれっ」

「馬鹿野郎っ！　許すわけがねぇだろう」

　荘介さんは震える流生さんに怒りのこぶしを振り下ろした。荘介さんに殴られた流生さんは、大きく壁の方へ吹っ飛んで、情けない顔でその場に倒れこんだ。

　まだ、恐怖で身体を動かせない私の元に荘介さんがすぐにやってきた。

「大丈夫か？　琴音」

「荘介さん……どうして……ここに？」

「時恵が使いをよこしたんだ。間に合ってよかった」

　そう言うと、荘介さんは私を包み込むように優しく抱きしめた。まるで、壊れ物でも扱うように、優しく抱きしめる荘介さんの仕草に私は驚いた。

「さあ、こんなところとっとと出るぞ」

「で、でも私……身体が思うように……動かせなくて……」

「何か薬を盛られたな……。しばらくすれば薬の効果も切れるだろう。それまで大人しくしていろ」

「えっ？　そ、荘介さん……」

　荘介さんは私の身体を軽々と抱き上げ、そのままオペラ劇場の入口へと向かった。ロビーでは、荘介さんに抱きかかえられた私を、驚きの目でみんなが見ていた。

「荘介さん、降ろしてください。みんなが見ています」

「かまうことはない。俺は大事な妻を連れ戻しに来ただけだ」

　好奇の視線を気にする風もなく、荘介さんは劇場の扉を開けて外に出た。

　外へ出る瞬間、佐和子さんが私に手を振るのが見えた。荘介さんは、目の前に停車していた車の助手席に私を座らせ、自分は運転席に座った。

「あ、あの……どこへ行くんですか？」

「いいから、黙って座っていろ」

　荘介さんにそう言われ、私は何も言えず、ただ黙って車の窓から移りゆく景色を眺めていた。
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「こ、ここは……」

　車が到着したのは郊外の小さな屋敷だった。

　古いその屋敷を見て、私は忘れていた子どもの頃の出来事を鮮明に思い出した。

　私がまだ小さい頃、本当の両親を探して桔梗屋を家出したことがあった。けれど、小さかった私は道に迷ってしまったのだ。

　あのとき、暗い夜道で自分がどこにいるのかも分からず、ただ心細くて泣いていた――。

「思い出したか？」

「ど、どうして荘介さんがこの場所を知っているの？」

「私、小さいときに本当のお父さんとお母さんを探して、ここまで来たことがあるの。ずっと忘れていたけど……」

「そうだ。おまえは、目にいっぱい涙を浮かべて、夜の道を一人で歩いていて。あの当時、この辺りは夜になるとおかしな奴が現れて大変だったから、俺は本当に焦ったよ」

「ど、どういうことですか？」

「おまえ、まだ思い出さないのか？　誰がおまえを無事に桔梗屋まで送ったと思っている」

「あっ……確か私、優しいお兄さんに桔梗屋まで送ってもらったんだわ」

　私のことばに、荘介さんは恥ずかしそうに頭を掻きながら。

「あれは……俺だ」

「えっ？　あのときのお兄さんが荘介さん……？」

　私は記憶に残っているお兄さんの顔と、隣に立つ荘介さんの顔を比べた。確かに、あのときのお兄さんの面影が荘介さんにはあるような気がする。

「やっと気がついたか。あのとき、おまえ言ったよな。大人になったら、俺の嫁になると」

「あっ……」

　私はやっとお兄さんとの約束を思い出した。

「じゃあ、荘介さんが結婚を約束した女性というのは……？」

「誰に聞いたか知らないが、それはおまえのことだよ」

「でも、おじいさまのことを憎んでいたんじゃ……」

「ああ。憎い。だが、その憎しみより、おまえを愛している気持ちの方が強かった」

「そ、荘介さん……」

　私は嬉しさでことばを失ってしまった。愛されたいと思っていた人に、心から愛されていると分かったから。

「今まで、乱暴なことをしてすまなかった」

「どうして、あんなことをしたんですか？」

「あれは……その……。琴音が俺のことをすっかり忘れていたのが悔しくて。つい、八つ当たりをしてしまった」

　荘介さんから子どもっぽいことばを聞いて、私は思わず吹き出してしまった。

「お、おいっ！　笑うことはないだろう」

「ご、ごめんなさい。でも、嫌われているわけじゃないと知ったら安心して……あっ……荘介さん！」

　荘介さんは私をその大きな腕で包み込むと、強く抱きしめてきた。私も荘介さんの背中に腕を回す。

「そ、荘介さん……少し苦しいです」

「もう、俺に黙ってどこにも行くな。本当に心配したんだからな」

「うん……うん……心配かけて……ごめんなさい」

「おまえだけだ、琴音……。俺が愛しているのは」

「はい。私も……荘介さんを愛しています……んっ……ふくっ……んんっ」

　荘介さんは、私の唇に自分の唇を押し当ててきた。優しく、慈しむような口づけだった。

「はふっ……んんっ」

　ヌルリと荘介さんの舌が私の口の中に忍び込んでくる。そして、私の舌に自分の舌を絡めてくる。

「んんっ……ふはっ……んんっ」

　強く舌を吸われ、私は身体を震わせる。愛する人との口づけがこれほど、甘くて甘美なものだとは思わなかった。

　いつもは荒々しいまでに私を求めてくる荘介さんに、自分の全てをゆだねるように身体を預けた。

「んっ……んくっ……ふんっ……はふっ」

　荘介さんとの長い口づけからやっと解放された途端、私はその場に崩れそうになった。そんな私の身体を荘介さんの逞しい腕が支える。

「まだ、足りない。もっと……もっと、琴音のすべてが欲しい」

「……はい。私も……荘介さんに……愛されたいです」

「琴音……」

「……荘介さん」

　荘介さんは私を軽々と抱き上げると、目の前の屋敷の玄関に向かって歩いていく。

「誰か、人は住んでいないんですか？」

「本来なら、俺はおまえとこの屋敷で暮らしたかった。ここは、俺とおまえの本当の新居だ」

「……はい」

　荘介さんは、私を抱いたまま屋敷へと足を踏み入れた。






「あっ……はあっ……ああんっ」

　荘介さんの手が。私の背中を優しく撫でてくれる。そして、背中を撫でていた手がスルスルと下の方へ移動していくと、お尻や太ももを何度も撫で上げる。

「はあんっ…ああっ……荘介さん……荘介さん……」

「綺麗だ、琴音。おまえの肌は絹より手触りがよく、真珠より白くて美しい」

「そんな……ジロジロと……見ないで、ください」

「いや、今日はしっかりとおまえのすべてを見せてくれ。今ここにいるのは俺が愛している女性なんだから」

「……荘介さん」

　荘介さんは微笑むと、私の乳房に手を触れて揉み上げる。荘介さんの手の感触を感じて、じゅんと私の身体の奥が熱くなる。

　胸を揉み上げられると、私の身体は大きく跳ね上がった。

「ぁあっ…ふんっ……はぁ、はぁ……ああっ」

「いつもより感じているようだな。俺が触れる度、琴音の肌が朱に染まっていく。もっと、見せてくれ」

「ああっ……はずかしい……んっ……ふんんっ……ふはっ」

　荘介さんが私に口づけしてきた。私は薄く口を開いて、荘介さんの舌を迎え入れる。

　何もかも……いままでのことを忘れるかのように、私と荘介さんは舌を絡め合い、お互いの吐息まで求めあった。

　そして長い口づけの後、荘介さんが唇を離す。私は荘介さんの唇が離れていくのが、寂しかった。

　だから、荘介さんの首に腕を回した。熱く逞しい荘介さんの胸に、私の乳房が当たる。

「荘介さん……あなたが、欲しいです。私の中に……荘介さんのモノを……入れてください」

　私のことばに、荘介さんは優しく微笑むと。ギュッと強く私の腰に腕を回してくれた。

「ああ。俺も早く琴音の中に入りたいと思っていた」

　荘介さんは私をゆっくりとベッドの上に横たえた。そして、私の両足を広げそそり立つ自分自身を私の中心にあてがった。

　熱い荘介さん自身に、私は目まいを覚える。私の腰を抱えると、荘介さんはゆっくりと私の中に猛るモノを挿入してきた。

「はああっんっ……あっ、あっ……ぁああっ」

「琴音の中、熱くて気持ちいいぞ」

「ああっ……私も……中が……荘介さんでいっぱいで……幸せです」

「琴音……」

　荘介さんは小さく頷くと、腰を動かし始めた。今まで何度も荘介さんと身体を繋げてきたのに、初めて心から幸福を感じた。

　身体だけの快楽ではない、心が満たされて初めて快楽なのだと私は思った。荘介さんは、私をいたわりながら腰を動かしていく。

「はっ……あぁ、あんっ……荘介さん……私……ヘンです……おかしいです」

「どうして？　どこか痛いのか？」

「ち、違うんです……き、気持ちよすぎて……ああっ……もっと……激しく……奥を、突いて……ほしいんです」

　私の告白を聞いた荘介さんは少し驚いていたけれど、すぐに極上の笑顔を私に返してきた。

「俺がもっと欲しいとは、嬉しいことを言ってくれる。それじゃ、容赦はしないから、覚悟しておけ」

「……は、はい。ひゃあああんっ！」

　急に荘介さんが私を突き上げる腰の動きを強める。強烈で甘美な官能と快楽が私に押し寄せてくる。

「はあぁんっ……急に……そんなっ……あうんっ……これ以上気持ちよくなったら……私、おかしくなってしまいます……っ」

「おかしくなれ。そして、淫らで可愛い姿を俺に見せてくれ」

　荘介さんは、疼く私の胎内を時にはかき回したり、時には激しく突き上げたりする。快楽という名の波に私は飲み込まれていく。

「あ、あぁっ……あん！」

　熱にうなされるように、私は荘介さんを求めた。荘介さんも同じように、私のすべてを求めてくれた。

　腰を突き上げられる度、敏感な場所が疼く。より大きな快楽を求めて私の身体は淫らに揺れる。

（ああ……どうしよう。気持ちよすぎて……おかしくなるぅ）

「はあっ………あくっ……んっ……はっ……あっ」

「琴音……琴音……！」

「荘介さん……ああんっ……だめっ……私、もうイクッ……イッてしまいますっ」

「ああ……いいぞ。俺と一緒に」

　荘介さんは私の腰を抱え直すと、さらに深く繋がろうと一際大きく奥を突き上げた。

　私の身体は荘介さんに突き上げられる度に、強烈な快感に喜び震える。そして、荘介さんと意識が重なる錯覚に陥るように、私は絶頂へと押し上げられる。

「んあっ、あっ、あっ……ああっ……だめっ……イクッ……私……んあああぁぁぁああっ!!」

　荘介さんは、私を薔薇色の高みへと押し上げていった。深い一突きに、私は背中を反らせ、快感に全身を震わせた。

　絶頂を迎えた私の膣壁が、びくん、びくんと収縮して荘介さんのモノを根元からキツク締め上げる。

「くっ……」

　荘介さんも、私の中に熱いほとばしりを注ぎ込む。その熱い精液を感じて、私は幸せを本当に実感した。

「んあっ……はぁ、はぁ、はぁ……荘介さん」

「琴音……」

　荒い呼吸を繰り返す私を、荘介さんの腕が強く抱きしめる。私たちはお互いに抱き合ったまま、その日を過ごした。私は初めて自分の居場所を見つけた。それは、荘介さんの大きくて温かい腕の中だった。
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　それから数年後。

　私と荘介さんは横浜の港にいた。

「本当にこんな大きな船に乗れるの？」

「ああ。一ヶ月ほどの航海になるが。新天地への旅としてはいいものだろう？」

「ええ。そうですね」

　私と荘介さんは、日本を離れてアメリカで新しい生活を始めることにした。貴族としての地位やしがらみを捨てるために。

「だが、琴音。本当にいいのか？　綾小路のじいさんを一人で残していくことになるんだぞ」

「いいんです。おじいさまには爵位と贅沢に暮らせるお金があれば」

「そうか。おまえがそれでいいなら、俺はかまわない」

「今なら、お母さんが綾小路家を出た理由も分かります。お母さんは地位やお金より、愛する人を選んだんだって」

「……そうか」

「私も……そうですから」

　私が微笑むと、荘介さんも微笑んでくれた。私たちはお互いにやっと愛する人を見つけた。

　そして、誰も私たちのことを知らないアメリカで新しい生活を始める。客船が、出発の汽笛をならす。

　港では、たくさんの人たちが旅立つ人々を見送るために手を振っている。私や荘介さんを見送りに来ている人はいない。

　私はそれでいいと思った。愛する人が側にいてくれれば、それだけでいいと――。

（さようなら、私の故郷。そして、さようなら……私をここまで育ててくれた次三郎お父さん、桔梗屋のみんな）

「風が出てきたな。琴音、中に入ろう」

「はい」

　荘介さんが私の肩に腕を回す。それだけで、私は嬉しくて涙が溢れそうになる。もう、絶対にこの大きくて温かい手を離しはしないと思った。

　私と荘介さんの未来は、まだ始まったばかりなのだから。
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